
匪画  

平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査  

タイムスタディ調査の実施状況（報告）  

1．タイムスタディ調査について  

①調査対象施設数   

○児童養護施設   

○乳児院  

21か所  

4か所（20年3月調査と合わせて6か所）   

○情緒障害児短期治療施設 3か所   

○児童自立支援施設  2か所   

○母子生活支援施設  4か所   

②調査対象施設の選定条件等   

調査対象施設の選定については、施設種別ごとに職員配置等の条件で抽出を行   

ったリストの中から、各施設協議会より推薦を受けた施設のうち、調査の協力が   

得られた施設とした。  

○児童養護施設  

職員配置等   ケア形態   対象ユニット数  対象施設数   総児童数   

大舎   ユニットを分割   
手厚い配置  

11か所   196人  

小舎・小規模   2ユニット   7か所   113人   

平均的な配置   大舎・中舎   ユニットを分割   3か所   52人   

計  
21か所   361人   

職員配置等   ケア形態   対象ユニット数  対象施設数   総児童数   

小舎・小規模   2ユニット   2か所   

手厚い配置  
24人  

小舎り小規模以外  1ユニット   2か所   31人   

計  4か所   5声人   

○情緒障害児短期治療施設  

職員配置等   ケア形態   対象ユニット数  対象施設数   総児童数   

入所率高い（80％以上）  ユニットを分割   1か所   9人  

手厚い配置   小舎・小規模   2ユニット   2か所   29人   

計  3か所   38人   

○児童自立支援施設  

職員配置等   ケア形態   対象ユニット数  対象施設数   総児童数   

率高い（60％以上）  1ユニット   1か所   12人  

い配置   
交代制   1ユニット（賓舎）   1か所   12人程度   

計  2か所   24人程度  



○母子生活支援施設  

職員配置等   ケア形態   対象ユニット数  対象施設数  世帯数  総児童数   

入所率高い（70％以上）  入所世帯すべて   2か所  38世帯   71人  

手厚い配置   
小規模分園   入所世帯すべて   2か所  74世帯  135人   

計  4か所  112世帯  206人   

③調査の概要   

本調査は、「施設職員の業務量調査（1分間タイムスタディ調査）」と「入所児   

童の状態調査（アセスメント調査・突発事象等調査）」の二つの調査により構成   

される。  

1）施設職員の業務量調査（1分間タイムスタディ調査）   

・入所児童に対し、どのようなケアを、どのくらい（時間）、施設職員が提供  

しているのかを数量的に把握する目的で実施する調査。   

・調査は、児童を日常的にケアする職員が行う2日間タイムスタディ調査（他  

計式）と、児童を日常的にケアする職員以外が行う7日間タイムスタディ調  

査（自計式）の二つを行うご   

2）入所児童の状態調査（アセスメント調査・突発事象等調査）   

・入所児童一人ひとりの心身の状態や突発事象等を把握する目的で実施する調  

査。   
・調査は、調査対象とする児童一人ひとりに対して行うアセスメント調査と、  

突発事象等調査の二つを行う。   

④調査に用いる調査票等（様式1～13、資料1）  

1）調査実施確認票（様式1）   

2）調査対象児童一覧表（様式2）   

3）調査対象職員一覧表［2日間タイムスタディ調査用］（様式3）   

4）調査対象職員一覧表［7日間タイムスタディ調査用］（様式4）   

5）調査対象職員の勤務シフト確認票［2日間タイムスタディ調査用］（様式5）   

6）調査対象職員の勤務シフト確認票［7日間タイムスタディ調査用］（様式6）   

7）調査員担当票（様式7）   

8）アセスメント調査票［母子生活支援施設以外：①就学前児童用、②就学後児童  

用］（資料8－（D、8－②）   

9）アセスメント調査票［母子生活支援施設：①就学前児童用、②就学後児童用、  

③世帯票］（資料9－①、9－②、9－③）  

10）児童の突発事象等調査票（様式10）  

11）2日間タイムスタディ調査票（様式11）  

12）7日間タイムスタディ調査票（様式12）   

13）施設概況調査票（様式13）  

14）業務分類コード票（ケアコード票）（資料1）  

一丁・，‾Tl   



2．スケジュール   

（D説明会の開催  

○乳児院、児童養護施設、情緒障害児短期治療施設  

平成21年1月23日（金）13：30～17：00 （東京会場）  

平成21年1月26日（月）13：30～1了：00 （大阪会場）  

○母子生活支援施設  

平成21年1月28日（水）13：30～17：00 （東京会場）  

○児童自立支援施設  

平成21年2月23日（月）、2月27日（金） 個別説明  

②調査の時期  

説明会終了後、施設内における準備終了後、2月中旬～3月中旬  

③調査票の回収  

3月中旬～下旬  

3．グループインタビューについて   

タイムスタディ調査の実施後に、調査時に、調査対象施設において調査員となっ  

ており、日常的に児童への直接的なケアに従事している職員を対象とし、調査当時  

の児童の状態とケア時間一内容についてのグループインタビュー調査を実施する。   

グループインタビューの目的は、児童の臨床像とケア時間の多寡との関連性をグ  

ループインタビューを通じて明確にすることである。   



（様式1）  

調査実施確認票   

調査の実施前に、「調査担当者」、「調査対象ユニット等」、「各作業項目の日程（予定日のみ）」などを記  
入して、調査事務局へ提出してください。調査実施後には、各作業項目の実績日を記入して再度提出してくださ  

い。  

施設ID±  施設名称  

【調査担当者】 調査責任者（必須）及び調査支援係（1名～4名）の氏名、役職、電話連絡先を記入してください。  

調李の担当   氏 名   職   電話連綺先   

調査責任者  

調査支援係1  

調査支援係2  

調査支援係3  

【調査対象ユニット等】調査の対象として選定したユニット等の名称、在籍児童数、ケア形態を記入してください。  

子ニ叶等の名称  ケァ形態  性別丁年齢階層別の在籍        海草数  
（2日間タイムズ女デイ研査ゐ鯛壷        闇始曙時  ）  

下強から該当垂阜を記入して  
ください。  

ケア形態が犬舎または中舎で、ユ  
No．    ニット単位での選定でなく、施設の      2：中舎  

居室単位やフロア単位等での区  3：小舎   
分の選定の場合は、区分が分か  性  0歳  1歳  2歳  3歳  4姦  7歳  掬  1鱒姦  柑歳   計  

る表現で記述してください。   
6        以上  

5：地域小親株児主養障施投  

6：その他ダ」トデ＊－ム（5を除く）  

男   人                人   人  

人  女    人  人    人  人    人  

計  人                人   人   

人  男  人                人  

2  女      人    人  人    人  人  

計  人                人   人   

男   人                人   人  

3  
女      人      人    人    人  
計  人                人   人   

人  男  人                人  

4  女    人  人      人    人  人  

【作業項目の日程】 各作業項目の予定と実績の月日（時）を記入してください。  

No．   作業項目   予定日   実績日   

口  調査員手配の完了   平成21年  月  日   平成21年  月  日   

2  施設内調査説明会の開催日   平成21年  月  日   平成21年  月  日   

第1日目開始月日時  第2日日間始月日時  第1日目開始月日時  第2日目開始月日時  

3  2日間タイムスタディ調査の日程            月  日 ： ／  月   日   月  日   ／  月  日   

開始月日時  終了月日時   開始月日時  終了月日時  

4  7日間タイムスタディ調査の日程                  月   日   ～  月   日   月  日   ～  月  日   

※2日間タイムスタディ調査と7日間タイムスタディ調査の調査開始時刻は同じにしてください。   



（様式2）  

調査対象児童一覧表   
調査対象となる児童の名前、所属するユニット等の名称、当該施設への入所月数、年齢、性別、被虐待児加算の算定  

有無、通学（園）の有無を記入してください。なお、事務局へ提出する際は、必ず児童の名前をマスキング（黒く塗りつ  
ぶす）して提出してください。  

施設ID …  

児童申冬帝  所属するヰニット等申名称  
被虐待児  

児童 ⅠD    ※提出の！掛ま、鳩皇の名和欄蚕マスキ   漉ケテ形準が犬舎または中舎で、ユ ニ？ト単位セの選定でなく、施設め居  当該施設 入所月数   年齢  性別   受入加算  通学（園）  

ング（黒く塗りつぶす）して提出〔てくださ い。  重雄位やフロア単位筆での区分の選 定の場合嘩i区分が分かる表現で記  算定有無   

述してください－  

01  か月   歳  男・女  有・無  有 一 無   

02  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

03  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

04  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

05  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

06  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

q7  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

08 か月   歳  男・女  有・無  有・無   

09  か月   歳  男・女  有・無  有・無  

10  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

か月   歳  男・女  有・無  有 一 無   

12  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

13  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

14  か月   歳  男・女  有・無  有 ■ 無   

15  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

16  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

17  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

18  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

19  か月   歳  男 一 女  有・無  有・無   

20  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

21  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

22  か月   歳  男・女  有 一 無  有・無   

23  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

24  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

25  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

26  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

27  か月   歳  男・女  有 ■ 無  有・無   

28  か月   歳  男・女  有・無  有・無   

29 か月   歳  男・女  有・無  有・無  



（様式3）  

調査対象職員一覧表〔2日間タイムスタディ調査用〕  
2日間タイムスタディ調査の調査対象となる職員の名前、年齢、性別、勤務形態、職名、保有資格、児童福祉施設での経験年数、当該施  

設での勤務年数、を記入してください。なお、事務局へ提出する際は、職員の名前をマスキング（黒く塗りつぶす）して提出してください。  

施設名称  施設ID；   

2：児童指導員 3：保育士 4：個別対応職員 5：家庭支援専門相談員 6：心理療法担当職員  
8：看護師  9：医師 10：栄養士  11：調理員、 ほ－：事務職員、13：その他随員  舶番号…；；霊誓悪報  

（2日間タイムスタディ調査の調査開始日時点）   

；年齢；性別；勤務形態；職名；  保有資格   

；2日間タイム…男性か女；常勤か非常勤；施設の最低；下記の資格に閲し、当てはまるものす；経験年数を6か；勤務年数を8  
：スタディ調：性のいず：のいずれかを0：基準等に規：ぺての番号を0で囲んでくだきい。 ：月以上は切上：か月以上は  

んでくださ 
く 社主事し   

ださい。   てくださ  
土等 

：さい。  ：てください。：9：管理栄養士10：看護師  ：い。  

職員の名前   

提出の際は、r腱員の  
名前」欄をマスキング  
（黒く塗りつぶす）し  

て提出してください。  
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9・10：  年   

9・10：  年   

9・10：  年  
－‾‾●‾‾「‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

9・10一  年  
．＿＿＿＿＿ヽ＿＿＿＿＿ ＿＿ ＿＿＿＿ ＿ ＿  

9・10：  年  
■ ‾‾‾ ‾‾r‾‾‾‾‾ ‾‾■‾ ‾‾‾ ‾  

9■10：  年  
．＿＿＿＿＿L＿●＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

9・10こ  年   

9・10：  年  
．＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

9・10：  年   

9・10：  年  
■‾‾‾‾‾r‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾  

9・10・  年  

歳：男・女：常勤・非常勤  1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6 － 7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2，3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2 － 3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

歳≡男 ■ 女≡常勤・非常勤…  
＿＿ゝ＿＿＿－●－－■■■－■■■■■■■■■■■■－■－－●●■－－－－■－－：一  

歳：男・女：常勤・非常勤：  
‾‾ √‾t‾‾‾‾‾‾‾一‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾√t‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾l‾  

歳；男・女；常勤・非常勤；  
●＿l■＿●＿＿＿＿＿＿＿▲＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿一＿一＿－＿－■＿  

歳：男・女；常勤・非常勤：  
－一J■■●－‾‾‾‾‾‾一‾‾‾●●■■■ ‾‾‾‾‾‾‾r  

歳；男・女；常勤・非常勤：  
＿＿し＿＿＿＿＿＿＿＿＿■＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿L  

歳：男・女：常勤・非常勤：  

－■－  

歳：男・女：常勤・非常勤：  
‥…－・－－－l－・－－‥‥－－‥‥L－－＝＝＝‥－－一  

ト 
■●ゝ ●－● ■ ■ ■ ■ ■ － ■－ － ■ ■一 － ■ － － ■■■■－l・－ － －－ －－t －－－－一三●  

歳：男・女：常勤・非常勤：  
■● √■●■■■‾‾‾■r‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾ r‾‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾l‾  

歳；男・女；常勤・非常勤；  
＿＿ヽ．＿＿＿＿＿＿＿＿＿■＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一－■1－－●－■■■一■■■■ヽ■  

歳：男・女：常勤■非常勤：  9・10：  年；  
■‾‾‾‾‾「‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾「  

9・10・  年：  
．＿＿＿＿＿1＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿L  

r●■■－－■一●■√‾●‾■‾‾‾‾‾▼●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾r‾‾‾‾‾t‾‾‾‾‾●●‾  

歳；男・女；常勤・非常勤；  
L＿＿＿●＿＿＿＿＿－＿＿l＿  ＿t＿＿＿＿＿＿＿＿＿ヽ．＿＿＿＿＿＿＿＿＿■＿●＿＿＿＿＿＿＿－－●一  

歳：男・女：常勤・非常勤  
■■■－■一●■●■■′■一●■■■‾‾‾‾▼‾‾‾‾‾‾‾‾‾■－●‾  

歳：男・女：常勤・非常勤   

9・10：  年  
1－－● ■■■■■■■■‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

9・10：  年  
．＿＿＿＿＿L●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

9・10：  年   

9・10：  年  
■‾‾‾‾‾r‾‾‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾  

9・10！  年  

＿＿し＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥●＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿し  

歳：男・女：常勤・非常勤：  
■■－一●一 － ■ ■－ －■■ 一一－－－ －－－－－－●一■■■■ ■ ■■－■■■一 ■ ■：－  

歳：男・女：常勤・非常勤：  
‥ト・‥‥‥・－‥＝－－‥＝－＝・卜・・・・＝・・・・・：一  

歳岩男・女；常勤・非常勤；  

9・10：  
●‾‾‾‾‾ 

年  
r●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 

9・101  年；  

歳：男・女：常勤・非常勤：  
r■一－■■－－一■r■■■■‾‾‾‾，r‘■‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾ r‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾】‾  

歳；男・女；常勤・非常勤：  
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿－＿＿＿■＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿－●■●－●●■■t  

1・2・3・4・5・6・7・8・9・10：  年  歳：男・女：常勤・非常勤：  
■－J■■■●－■■■■‾▼‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾r‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾■‾  

歳；男・女；常勤・非常勤；  
＿＿し＿＿＿＿＿＿＿＿．．l●●＿＿＿－●＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿し  

歳：男・女：常勤・非常勤：   
－■′ －●一 ■ ■ ■■ －■■●■●■■■‾ ‾‾‾‾‾t‾■ ‾ ‾ ‾‾● ‾‾‾‾‾ ‾ ‾■‾  

9・10：  年  
．＿＿●＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

9・10：  年   

9・10：  年   

9・10：  年   

9・10：  
■‾‾■■‘■‾ 

年  
r‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

9・10！  年  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3 ■ 4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2 t 3・4・5・6・7・8  

歳宣男・女：常勤・非常勤   

歳：男・女：常勤・非常勤   

歳：男・女：常勤・非常勤  
‾‾√‾‾‾■‾‾‾t‾ー‾‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾  

歳；男・女；常勤・非常勤  

L・‥－‥・‥・＝－  

r‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾l‾  

9・10：  年；  
■●‾‾‾‾r‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾●r  

9・10：  年：  
．＿＿＿＿＿l．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L  

9・10：   年   

歳：男・女：常勤・非常勤：  
r■■一一－●●－■r■‾‾‾‾‾t‾‾一‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾′‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾l‾  

歳：男・女；常勤・非常勤；  
L＿＿●●＿＿＿＿＿し＿●●＿＿＿＿＿＿▲＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿－－－－－－し  

歳：男・女：常勤・非常勤：  



（様式4）  

調査対象職員一覧表〔7日間タイムスタディ調査用〕  
7日間タイムスタディ調査の調査対象となる職員の名前、年齢、性別、勤務形態、職名、保有資格、児童福祉施設での経験年数、当該施  

設での勤務年数、を記入してください。なお、事務局へ提出する際は、職員の名前をマスキング（黒く塗りつぶす）して提出してください。  

施設ID；  施設名称  

2：児童指導員  
7 

3：保育士 4こ個別対応随員 5：家庭支援専門根談員 6  心理療法担当職員  
：職業指導員 8：看護師  9：医師 10：栄養士  11：調理員   12：事務職   3：その他猿島  

（2日間タイムスタディ調査の調査開始日時点）  

：児童福祉施設：当該施設で  
：での経験年数：の勤務年数  

；経験年数を柏、；勤務年数を6  
：月以上は切上：か月以上は  
；げ、5か月以下；切上げ、5か  
：は切捨てて記；月以下堰切  

：入してくださ；捨てて記入  

職員の名前 …年齢：性別 …勤務形態喜 職名 妄  保有資格  

提出の際は、職員の；2日間タイム；男性か女；常勤か非常勤；施設の最低；下記の資格に閲し、当てはまるものす  
名前」欄をマスキング：スタディ調：性のいず：のいずれかを0：基準等に規：べての番号を0で囲んでください。  
（黒く塗りつぶす）し；査開始日；れかを0；で囲んでくださ：走されている…1：児童指導員2‥保育士  

て提出してください。：時点での：で囲んでく：い。  ：職名を上記：3：社会福祉士4：社会福祉主事  

：年齢を記：ださい。  ；から選んで、；5：教員免許 8：精神保健福祉士  
入してくだ：  ：番号を記入し；7：臨床心理士8：学会認定心理士等…い。   ；L七くださ  

さい。  ：てください。：9：管理栄養士10：看護師  ：い。  

み或許β子：；Z歳；男・（∋仮面非常勤； Z  ゆ¢3・4・5・6・7・8・9・10： ■年：■年   
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歳：男・女：常勤・非常勤：  
√‾‾‾‾‾‾‾‾‾√‾‾‾‾‾‾‾‾●r‾●●‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾ r‾‾‾‾‾‾‾■‾‾‾‾l‾  

歳書男 ■ 女；常勤・非常勤；  

7・8・9・10：  
■‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 

年  
r‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

7・8・9・10・  年  
■ ＿＿＿ ＿ ＿ ＿＿＿＿＿＿ ＿L＿＿＿ ＿ ＿＿ ＿＿＿＿＿＿ ＿  

7・8・9・10：  年  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

．＿＿l■ ＿＿ ＿ ＿ ＿＿ ＿ ＿＿■＿＿＿● ＿ ＿＿ ＿＿ ＿＿ ＿＿  

歳：男・女：常勤・非常勤   
‾ ‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ r ‾ ‾ ‾ ‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾ ‾  

歳；男・女；常勤・非常勤  
＿＿し＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

歳：男・女：常勤・非常勤   

歳：男・女：常勤・非常勤  
＿＿し＿＿＿＿＿＿＿＿＿l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

L ＿ ＿＿－＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿■＿  

r‾‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾‾‾ ‾ ‾●‾  

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ノ＿  

L‥＝・…－・－－一  

r‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾l‾  

r‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾t‾  

1＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿■＿  

r‾ ‾ ‾‾ ‾‾ ‾‾‾ ‾ ‾‾■‾  

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿l＿  

r－－－－－・……ト  

r‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾l‾  

■＿＿ ＿ ＿ ＿＿＿ ＿■－ －．■＿■＿  

r‾‾t ‾‾‾‾‾●‾‾ ‾■‾  

L＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿■＿  

■ ‾■－‾ ‾‾‾‾，‾‾‾ ‾ ‾ ‾‾ ‾‾‾‾ ‾‾ ‾‾‾ ‾ ‾‾‾ ‾‾‾ ‾r‾‾‾‾ ‾‾‾ ‾‾‾ ‾ ‾‾  

1・2・3・4・5－6－7・8・9・10：  年  
．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

7・8・9・10：  年：  

7・8・9・10：  年；  
■＿＿●＿＿＿＿＿●＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿．．．．．＿＿＿L  

7・8・9・10・  年；  

7・8・9・10：   牢  
■‾‾‾‾‾■‾‾‾－●‾r‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾ r  

7・8・9・10・  年；  

7・8・9・10：   
■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 

年室  
′‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾r  

7・8・9・1い  年：  
－＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿t  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

歳…男 一 女≡常勤・非常勤  

歳：男・女：常勤・非常勤  
‾「‾‾‾‾‾‾‾‾‾ √‾‾‾‾‾‾‾‾‾ー‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

歳；男・女；常勤・非常勤  
＿L ＿＿ ＿ ＿＿ ＿ ＿＿ ＿ヽ■ ＿＿＿－＿＿●＿＿■＿ ＿ ＿ ＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

歳：男・女：常勤・非常勤  
‾r‾‾‾‾‾‾‾‾‾「‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

歳：男・女；常勤・非常勤  
＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿●＿＿＿＿▲＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

歳：男・女：常勤・非常勤  9・10：  年   

9・10：  年  
．＿＿＿＿＿L＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

9・10：  年   

9・10：  年   

9・10・  年   

9・10：  年  
■‾‾‾‾‾「‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

9・10・  年  

7・8  

7・8  歳：男・女云常勤・非常勤  
＿＿し＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿  

歳：男・女：常勤・非常勤  

歳：男・女：常勤■非常勤  

歳三男・女；常勤・非常勤  

歳：男・女：常勤・非常勤  
r‾‾‾‾‾‾‾‾－r‾‾■‾‾‾‾‾‾ー‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

歳；男・女：常勤・非常勤  
L＿ ＿ ＿＿＿ ＿＿＿＿L ＿ ＿＿－＿＿ ＿ ＿ ＿▲＿＿＿＿ ＿＿＿＿ ＿＿＿＿ ＿  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

9・10：  年；  
■‾‾■‾ ‾r ‾‾ ‾ ‾‾‾●‾ ‾‾‾‾ ‾r  

9・10；  年；  
．＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿，し  

9・10：   年壱  

9・10：  年：  

9・10：  年；  

9・10：   年…  
■‾‾‾‾‾「‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾ r  

9・10・  年；  

歳：男・女：常勤・非常勤  
‾‾′■ ‾‾‾－‾●● ‾●■‾‾‾‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾‾‾ ‾  

歳；男・女；常勤・非常勤  
＿＿し＿＿＿＿＿＿＿＿＿▲＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿  

歳：男・女：常勤・非常勤  ；1・2・3・4・5・6・7・8  

：1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

：1・2・3・4・5・6・7・8  

1・2・3・4・5・6・7・8  

歳：男  

歳；男  

男  
r‾‾‾t‾‾‾‾‾ r‾‾  

歳；男  

女：常勤・非常勤こ  
・－－l・・・・・・・－‥・‥・  

ト 女：常勤・非常勤：   

女：常勤・非常勤：  
－‾－ー‾‾‾‾‾‾■‾－‾‾‾‾● r  

女；常勤・非常勤；  

7・8・9・10：   年：  
■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾r‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾r  

7・8・9・10：  年：  
■＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L  

7・8・9・10＝  年…  

7・8・9・10：  年：  
．＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L  

7・8・9・10：   年   

歳：男・女：常勤・非常勤：  
′‾‾‾‾‾‾‾‾‾′‾‾‾‾‾‾‾‾‾r‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾r‾■■■●■‾‾－■－－1－  

歳；男・女；常勤・非常勤；  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

1・2・3・4・5・6  

歳：男・女：常勤・非常勤：  
‾‾■‾ ‾ ‾‾‾ ‾‾－ ‾ ‾r‾ ‾‾‾ ‾‾‾‾ ‾‾ ‾‾‾‾ー‾ ‾ ‾ ‾‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ■●‾  

歳：男・女：常勤・非常勤；  
・－し－‥・＝－－・l…・・……・－－L・・……－－一  

歳：男・女：常勤■非常勤：  



（様式5）   

調査対象職員の勤務シフト確認票〔2日間タイムスタディ調査用〕   
2日間タイムスタディ調査の調査日を記入の上、調査対象となる職員（常勤＋非常勤）の調査開始日暗から調査終了日時までの期間  

中の勤務開始時刻・終了時刻、当直開始時刻・終了時刻を記入してください。  

施設ID；  施設名称  

※勤務終了時刻が翌日の0時以降となった場合は、当該時刻に24時間を加えて、表記してください（例二当日10‥00～翌日10：00⇒10：00～34：00）。  
※当直の場合も同様に表記してください（例：当日22：00～翌日6：00⇒22：00～30：00）。  

鱒員  調査期車中ゐ勤務開始時刻・終了時刻、当直め開始時弥終了時刻を盲己入してくたさいふ  
ID  

／  
諦査1日目  調査2日日  

01～49の  月   日   月   日   
範囲   

月   日   月   日  

時分 一   時  分  時  分 ～  時  分  時  分 ～    時  分  ㌧時． 分 ～  時 分   

勤琴  さ：30   ～  Il：JO  I3：JO  ～   2I：30   5：】○  ～  8：30  

例                             当直  Zl・】○   ～   29：‡○  

勤務  

01             当直  

勤務  

02             当直  

勤務  
03             ー当溝  

勤務  

04             当直  

勤務  

05             当護  

06  勤務           当直  

勤務  
07             当庫  

08  勤務           当直  

勤務  
09             当直  

10  勤務           当夜  

勤務  
皿             当磋  

勤潮  

12             当夜  

四  勤務           当直  

14  勤務           ：  

勤務  

田             当直  

16  勤務           当直 

四  勤務           当直  
勤務  

18             当直  

勤務  
四             当直  

勤務  

20             当直  

勤務  
21             当直  

勤務  

22             当直  

23  勤準           当直  

24  勤務           当直  

勤務  

25             当直  

26  勤務           当直  

27  勤務           当直  

勤務  

28             当直  



（様式6）  

調査対象職員の勤務シフト確認票〔7日間タイムスタディ調査用〕   
7日間タイムスタディ調査の調査日を記入の上、調査対象となる職員（常勤＋非常勤）の調査開始日時から調査終了日時までの期間  

中の勤務開始時刻・終7時刻、当直開始時刻・終了時刻を記入してください。  

施設ID…  施設名称  

※勤務終了時刻が翌日の0時以降となった場合は、当該時刻に24時間を加えて、表記してください（例：当日10：00～翌日10：00⇒10：00～34：00）。  
※当直の場合も同様に表記してください（例：当日22：00～翌日8：00⇒22：00～30：00）。  

職員  由壷開始日時から調査終7自暗までの期間中ゐ勤務開始時刻・終7時刻、当直の開始時刻・華丁時刻を鱒入し七くださし、。  

ID 51～ 99の  
月   日   月   日   月   日   月   日   月   日   月   日   月   日  

範囲   時 分～ 時分  時 分～ 時 分  時 分～ 時 分  時 分～ 時 分  時 分～ 時 分  時 分～ 時分  時 分～ 時 分  線 分ん 鱒 分   

勤務  8：；○～Il：30  I；：；○～2I：30  5：；○～ 8：JO  8：；○～Il：知    I；：；○～2I：JO  

例                      当直  2I・30～ヱ9ニ30  2l：；○～29：】○  

勤務  

51                     当直  

勤務  

52                     当直  

勤務  

53                     当直  

勤務  

54                     当直  

勤務  
55                     当直  

勤務  

56                     当蓮  

鱒務  

57                     当直  

勤務  

58                     当直  

59  勤務                   当直  

勤務  

60                     当直  

勤準  
61                     当直  

勤務  

62                     当直  

勤務  
63                     当直  

64  勤務                   三  

65  勤務                   当直  

勤務  

66                     当直  

勤務  
67                     垂直  

68  勤務  
当直  

勤務  

69                     当直  

70  勤務                   当直  

勤務  

団                     当直  

勤務  

72                     当直  

団  勤務                   当直  

勤務  

74                     当直  

勤務  

75                     当直  

勤務  

田                     当直  

勤務  

田                     当直  

78  勤務                   当直  



（様式7）  

調査員担当票   

2日間タイムスタディ調査の調査対象職員に対する担当の調査員の名前を第1調査日・第2調査日に分けて記入してく  

ださい。同じ調査日で1人の調査対象職員に対して複数の調査員が担当する場合は、2行に分けて記入してください。   
なお、調査対象職員の当直時間帯に調査員を付ける必要はありません。  

施設名称  

第1調査日  第2調査日  

職員  

ID  
鱒見め名前  月  日  ～  月  日  月  日     ～  月  日  

職員の勤準  調査員の名前   職員の勤務時間  員の名前 

01～49の   ※捷出の際は、r職員の名  
範囲  前」鱒をマスキング（黒く  終了時刻を記入し  入してください。   

塗りつぶす）して提出して  
終了時刻を記入し  し†。  
さい。   

ください。   

ガ   一訝或伊月子   8＝ 30～Il：30   鹿紆で   I；：；○～2I：；ぴ   房事ク  



（様式8w①）  

「平成20年度社会的責護における施設ケアに関する実態調査」  

アセスメント調査票  

（母子生活支援施設以外・就学前児童用）  

＜ご回答の方法＞  

1．ご記入に先立ら、説明資料「アセスメント票の記入要領【就学前児童用】」  
を必ずお読み下さい。  

2．本調査票には、2日間タイムスタディ調査の対象となったユニット等に所   
属する就学前の児童全員の状態をご記入下さい。  

3．「施設ID（英数字5桁）」及び「児童t D（数字2桁）」は、調査対象児童   
一覧表に基づいてご記入下さい。  

4．不明点などにつきましては下記のコールセンターで受け付けております。   
お気軽にお問い合わせ下さいますようお願い致します。  

5．回答が終わりましたら記載内容をご確認の上、貴施設で設定されたスケジ  

ュールに合わせて調査事務局までご返送下さい。  

【コールセンター】  

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」調査事務局  

（みずほ情報総研）   

TEL：0120－701－181（受付時間：9時30分～17時00分）   
FAX：03－5281－5443   



アセスメント票（就学前児童用）  

施設ID  （5桁の英数字）  

児童ID  （2桁の数字）  

1 生年月  同
西
暦
 
 

1回（初回） 2 2回目 3 3回目 4．4回目 5．5回目以上 6 不明  

（4．児童自立支援施設）5．母子生活支援施設 

そ 

4．母の行方不明  

8．父の拘禁   

12．家族の疾病の付添い   

16．父の精神障害等  

20．父の虐待・酷使  

24．破産等の経済的理由  

） 27．不詳  

1．父の死亡  

5．父母の離婚  

9．母の拘禁  

13．次子出産  

け母の精神障害等  

21．母の虐待・酷使  

25．児童の問領による監護困難  

3．父の行方不明  

7．父母の不和  

11・卑の入院  

15．母の就労  

19．母の放任・怠だ  

23．養育拒否  

2．母の死亡  

6．両親の未婚  

10．父の入院  

14．父の就労  

18．父の放任・怠だ  

22．棄児  

26．その他（  

間6ニし1通園先  間6で1か  通園先はどこ   



問7 家庭復帰の見通し  当該児童の家庭復帰の見通しについて以下の項目から1つ選んでください。  

1．家庭復帰の見込み有り  2．当面の家庭復帰の見込みはないが、復帰に向け調整中  

3．家庭復帰困難又は見込み無し  4．判断困難  5．親（主たる保護者）がいない  

問8 面会・外出・外泊の状況 面会・外出・外泊の有無及び有りの場合の頻度について回答してください。  

面会の有無   1．有リ  2．無し  有りの場合の頻度  1か月に  ）又は1年に 
）   

外出の有無   1．有り  2．無し  有りの場合の頻度  ーか月に  ）又は1年に 
）   

外泊の有無   1．有リ  2．無し  有りの場合の頻度  1年に  
）   

問9 退所予定の有無  調査時点において当該児童の具体的な退所予定があれば記入してください。  

5．乳児院  6．児童養護施設  7．情緒障害児短期治療施設  

8．児童自立支援施設  9．母子生活支援施設  

10．他の児童福祉施設（  

間10 親（主たる保護者）の状 児童の親（主たる保護者）の状況および続柄を記入してください。  

q 続柄（あ  もの全て  

1．実父  2．実母  3．養（継）父 4．養（継）母 5．祖父  6．祖母  

7．兄弟姉妹  8．義兄弟姉妹 9．伯（叔）父 10．伯（叔）母11．里親  

12．その他（  ）  

2．いない  2．いない ＝「皿対象児童の状態」にお進みください（問11はとばしてください）。  

間11♯育に関する間窟及び  親（主たる保護者）の養育に関する  

保護者対応の困難さの状況  いてそれぞれ回答してください。  

人格障害傾向   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

抑うつ傾向   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

アルコール乱用・依存   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

薬物乱用・依存   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

子どもへの愛着形成の困難  1．有リ   2．無し   3，判断困難   

不安傾向   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

パニック障害   1．有り   2．無し   3．判断困難   

統合失調症の疑い   1．有り   2．無し   3．判断困難   

知的障害   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

施設の指導に従わない   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

クレームが多い   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

長時間の電話や頻回の来園  
（クレーム以外の相談等）   

2．無し   3．判断困難   

※人格障劃頃向の診断や美乱ヽが見られる場合等。  

※抑うつ傾句が1週間以上組＼ている場合等。  

※飲瀞こより仕事や家事ができないことがある場合等。  

※麻薬、覚醒剤、シンナー、精神治療薬、鎮痛剤等の   

乱用・依存  

※かわいいと思えない、受容できない、無関心等   

3  



間12 出生時の状況  当該児童の出生時の状況について記入してください。  

出生時体重   1．（  ）グラム  2．不明   

在胎週数36週以前の早期での出産  1．はい（   ）週 （   ）日  2．いいえ  3．不明   

修正年齢 ※乳児期のみ   （   ）歳 （   ）ケ月   

木頒腫蜘練噂真筆吏醸秦喪章中華須声¢圭 

1．保育器の使用  2．2週間以上の入院  
1．有リ   

出産後の問題  3．発育不全  4．先天性の異常  

5．その他（  ）  

2．無し   

1．有り（疾患および障害名：  ）  

疾患および障害関連の問題  
2．無し   

粗大運動に   0．判断困難  1．疑い無し   2．やや疑い有り   3．疑い有り  4．遅れ有り   

微細運動に   0．判断困難  1．疑い無し  2．やや疑い有り  3．疑い有り  4．遅れ有リ   

言語的発達に   0．判断困難  1．疑い無し   2．やや疑い有り   3．疑い有り  4．遅れ有り   

社会的発達に   0，判断困難  1．疑い無し  2．やや疑い有り  3．疑い有り  4．遅れ有り  



間17 知能および発達検査麿果（丘新の数億を記入）  

間18 情緒・行動上の特徴（現在の状態を評価）  

現在の児童の状態を［0．評価対象外／1．疑い無し／2．やや疑い有り／3」疑 

れかで評価してください。評価の基準については記入要領を必ずご参照くだ 

0．評価対  

象外   い有リ   問題有り   困難   

1．自閉的傾向  
0   2   3   4   5   

（人に対して反応しない、視線が合わない等）  

2．養育者との関係性  
0   2   3   4   5   

（なつかない、過度の反抗、養育者への暴力等）  

3．注意欠陥・多動傾向  
0   2   3   4   5   

（落ち着かない、過度の注意散漫等）  

4．反社会的行動傾向  
0   2   3   4   5   

（いじめ、過度なけんか、嘘、性的問題、窃盗等）  

5．抑うつ傾向  
0   2   3   4   5   

（継続的な落ち込み、食欲不振、自殺念慮等）  

6．学習障害傾向  
0   2   3   4   5   

（特異的な読み書き・計算の問題）  

7．自傷行為  
0   2   3   4   5   

（抜毛、頭打、リストカット、自殺未遂等）  

8．集団不適応  
0   2   3   4   5   

（不登校、学校等でのいじめられ、孤立、反抗等）  

9．排5世問題  
0   2   3   4   5   

（夜尿、遺糞など）  

10．摂食障害傾向  
0   2   3   4   5   

（拒食、過食、異食など）  

11．睡眠問題  
0   2   3   4   5   

（不眠、過眠など）  

12．言語能力の発達遅延・障害   0   2   3   4   5   

13．知的障害   0   2   3   4   5   

14．施設内における他児へのいじめ   0   2   3   4   5   

15．施設内における他児からのいじめ   0   2   3   4   5   

当該児童の入所前の被虐 を回答してください（現在認識しているものに 

いて回答）。  
間19 被虐得体躾の有無  

2．疑い有り  3．無し  

【被虐得体験有りの場合】当該児童が虐待を受けた種類を以下の項目の中から選  

んでください（複数回答）。  
問、19－1膚待の種類  

1．身体的虐待  2．性的虐待  3．ネグレクト  4．心理的虐待  5．その他  6．判断困難  

5   



発達障害系   1．確定診断有り  2．疑い有リ  3．判断困難   

行動障害系   1．確定診断有り  2．疑い有り  3．判断困難   

不安障害系   1．確定診断有り  2．疑い有り  3．判断困難   

気分障害系   1．確定診断有り  2．疑い有り  3．判断困難   

その他の精神障害  1．確定診断有り  2．疑い有り  3．判断困難   

身体障害者手帳   1．1級   2．2級   3．3～6級   
4．未判定  

5．無し   
（申請中）  

療育手帳（知的障害者福祉手帳）   1．重度   2．中度   3．軽度   
4．未判定  

5．無し   
（申請中）  

精神障害者保健福祉手帳   1．1級   2．2級   3．3～6級   
4．未判定  

5．無し   
（申請中）  

※療育手帳の障窮呈度区分ま自治体こよって異なりますが、ここでは所書乳．ている場封こは「重度、中度、掬勤の3区分とします。「最重度」区分が存在する場   

合は「重度」に含めてください。   



間25 養育問題のある子どものためのチェックリスト（Check［i＄t for Maltreated Lnfant：CMTI）   
※年齢に応じたチェックリストを使用してください。   

記入上の注意   

以下の要領にしたがって質問紙に記入して下さい。  

1．各項目には選択肢が用意されています。あてはまる選択肢の番号に○をつけて下さい。   

2．あまり深く考えず、普段の印象をお答え下さい。   

3．質問項目には全てお答え下さい。  

問25 生後6か月から2歳未満児用   

1． お子さんに以下のような状況が見られますか？年齢的にまだできないと思われる事柄については「n」とお答えください。  

年齢  

よく  的に  

有る  不可  

能  

たま  

無い  に有  有る  

る  

急に激しく泣くなど、表情や態度が 

1 

1 2  3  4  n  

2  些細なことでぴくぴくして不安そうにする  1  2  3  4  n  

3  急に泣き出して止まらなくなる  1  2  3  4  n  

4  普通以上に怖がる特定の人や物や場面がある  1  2  3  4  n  

5  夜泣きが激しい  1  2  3  4  n  

6  感情の起伏が激しい  1  2  3  4  ∩  

7  ひとりで遊んでいることが多い  1  2  3  4  n  

以後の設問において、お子さんにとって特別な存在である大人（担当職員やその他職員）のことを「特別な大人」と称  

します。もしそのような「特別な大人」がいない場合には、担当職員を対象としてお答えください。   

2． お子さんの普段の行動から以下のような様子が見られますか？  

輔
批
閉
能
 
 

＼  

く
る
 
 
 

よ
有
 
 

る
 
 

有
 
 
 

詰
る
 
 

し
 
 

無
 
 

8  表情が乏しい  

9  大人と関わろうとしない  

10 「特別な大人」に対していい子ぶる、外面がいい  

11 生き生きとしている  4  

12  友達と仲良く道ぷ  4  3  

13  慰められてもなかなか気持ちが落ち着かない  1  2  3  

14 ちょっとしたことで怖がって自由に遊ばない  1   2  3  

帖大人」に抱かれていても、遠くをボ‾つと見て 

15  
1 2  3  4  

16  突然固まって、ぼーつとした表情をする  1  2  3  4  n  

17  
感じたときに、 

1 2  3  4  n  

18  いつもいらいらしている  1  2  3  4  n  

7   



たま  
年齢  

無い に有 有る  

る  
能  

19  遊びに集中できない  

20  悲しそうにしている  

21 笑顔が少ない  

22  凍りついた目あるいはうつろな目をしている  

23  大人がいても自分で危険な行動をとる  

3． お子さんには次のようなことありますか？  

24  人のものをとったりする  

25  ぐずることが多い  

26  床や壁に自分の頭を打ち付けることがある  

27  すぐに激しい泣き方になる  

お子さんに以下のような状況が見られますか？年齢的にまだできないと思われる事柄については「n」とお答えください。  

年齢  
よく  的に  

有る  不可  

能  

たま  

無い  に有  有る  

る  

1 

急に激しく泣くなど、表情や態度が －  
2  3  4  n  

こちらとかかわらなくなってボ‾つ 2 主 1 2  3  4  ∩  

3  急に泣き出して止まらなくなる  1  2  3  4  n  

4 既望乗ていた」と言うことでも出来なくなっているこ1 
2  3  4  n  

5  寝つきが悪い  1  2  3  4  n  

6  周囲に対して攻撃的である  1  2  3  4  n  

以後の設問において、お子さんにとって特別な存在である大人（担当職員やその他職員）のことを「特別な大人」と称  

します。もしそのような「特別な大人」がいない場合には、担当職員を対象としてお答えください。   

2． お子さんの普段の行動から以下のような様子が見られますか？  

たま  
年齢  

無い に有 有る  

る  
能  

7  表情が乏しい   
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し
 
 

無
 
 

嫌なことがあったとき、怖い時、痛みを感じたときに、  

8 「特別な大人」に近づいて慰めを求めようとせず、固ま  

ってしまう  

9 「特別な大人」に対していい子ぶる、外面がいい  1  

10  危ないことを平気でする  1  2  

11 表情が明るい  4  3  

12 「特別な大人」の言うことを素直に聞く  4  3  

13  慰められてもなかなか気持ちが落ち着かない  1  2  

14  すぐに「特別な大人」に頼る  1  2  3  

15 依存心が強い  1   2  3  4  

16  大人に気に入られようと可愛い子ぶる  1  2  3  4  ＝  

17  誰にでもべたべたしてくる  1   2  3  4  n  

18 ちょっとしたことで怖がって自由に遊ばない  1   2  3  4  n  

19 ワ寺別な大人」に抱かれていても、遠くをボ‾つと見てい1  2   3   4   ∩  

20  突然固まって、ぼーつとした表情をする  1   2  3  4  n  

2  3  4  21要覧諾票芳志イ認〔豊野を感じたときに、固1  n  

22 「特別な大人」を困らせるような行動を多くとる  1  2  3  4  n  

23  過度に警戒している  1  2  3  4  n  

24  常に緊張している  1  2  3  4  n  

25  いつもいらいらしている  1  2  3  4  n  

26  遊びに集中できない  1  2  3  4  n  

27  悲しそうにしている  1   2  3  4  n  

28  笑顔が少ない  1  2  3  4  n  

29  年齢不相応に動きが少ない  1   2  3  4  n  

30  凍りついた目あるいはうつろな目をしている  1   2  3  4  n  

31 目をあわせて笑いあうことが少ない  1   2  3  4  n  

32  自分から甘えてくることが少ない  1   2  3  4  n  

33 甘え方が下手である  1   2  3  4  n  

34  次々に別の大人を求める  1  2  3  4  n  

35  視線を合わせることが少ない  1   2  3  4  n  

36  ちょっとしたことで固まってしまう  1   2  3  4  n  

37 「特別な大人」を求めてくるがすぐに他に向かう  1   2  3  4  n  

38「プチ聖字大人」を求めていながら、ちょっとした事で避け1  2   3   4   n  

てしまう   



39  ひとりの大人と集中して遊べない  

40  特定の大人との強し＼かかわりができない  

3． お子さんには次のようなことが有りますか？  

41 人のものをとったりする  

42  友達と仲良く遊ぶ  

43  気分や感情が急に変わる  1  

44  ミルクや食事の量や速度にムラがある  1  2  

45 票動が激しい時と遅い（おとなしい）時があり、‾定しな1  2  

46  興奮するととめることが出来ない  1  2  3  

47  気に入らないと通常以上に激しく泣く  1  2  3  4  

48  泣き出すとなかなか止まらない  1  2  3  4  

49  ぐずることが多い  1  2  3  4  n  

50  かんしやくが多い  1  2  3  4  n  

51 かっとなると暴力的になる  1  2  3  4  n  

つの行動から他の行動への切り替えがうまくいかな 
52 こ 1  2  3  4  n  

53  大きな音を怖がる  1  2  3  4  n  

54  大きな声で話す傾向がある  1  2  3  4  n  

55  注射などを極端に嫌がる  1  2  3  4  n  

56  転びやすい  1  2  3  4  n  

57  不安定な場所を好む  1  2  3  4  n  

58  ボール投げが年齢相応に出来ない  1  2  3  4  n  

を顧みず、高いところに上ったり、飛び降りたり  

59   
1 2  3  4  n  

60  すぐに激しい泣き方になる  1  2  3  4  n  

61 他人をもののように扱う  1  2  3  4  n  

62  その場にあったことと表情が一致していない  1  2  3  4  n  

63  友だちにやさしい  4  3  2  1  n  

64  ルールが守れない  1  2  3  4  n  

65  よくけんかをする  1  2  3  4  n   



66  友だちに暴力を振るう  

67  人のものをとって自分のテリトリーにためておく  

68  小さい子に暴力を振るう  

69  大人の言うことにことごとく反抗する  1  

70  他の子をいじめる  1  

71 力の強い子に支配されやすい  1  2  

72  想像力が豊かである  4  3  

73  力の強い人と弱い人に対する態度が全く違う  1  2  3  

74  年齢不相応に性的な言葉を発する  1  2  3  4  n  

75  汚い言葉を多用する  1  2  3  4  n  

76  ものの扱いが乱雑である  1  2  3  4  n  

77  非常に衝動的な行動をする  1  2  3  4  n  

78  ストーリーのある遊びができる  4  3  2  1  n  

79  集中力がない  1  2  3  4  n  

80  遊びが次々に変わる  1  2  3  4  n  

81 ままごとを楽しくできる  4  3  2  1  n  

※問26で2または1を選択した場合にのみお答えください。  

間26－ト不足しているケアの   当該児童にとって不足しているケア内容として優先順位の高いものを  までお  

内専  答えください。   

2．愛着形成、コミュニケーション  

4．個別指導・面接  

6．専門的な医療ケア  

8．家族再統合に向けてのケアやファミリーソーシャルワーク  

10．その他（  ）  

1．身の回りのケア  

3．学習支援  

5．専門的な心理ケア  

7．自立支援に関するケア（就労、進学、自活等）  

9．関係機関との連携  

問26－2どのような環境が整えば当該児童のケア＝＋スに対する充足度を高めることができるとお考  

えですか。自由に記入してください（例：喘且軌の増加、職員のスキルアップ 等）。  
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当該児童の最近1ケ月間の睡眠の様子について、以下の各賞間にお答えください。何  

か特別な理由で（例：風邪にかかり体調が悪かったなど）、普段と様子が違っていた日で  

はなく、普段の生活を送ることのできた日の睡眠の様子についてお答えください。  

※睡眠習慣について出来る限り実鮎把撞して回答してくださし、（不明の欄への回≠  

エツクは極力避けてください）。  

状況  

の状態を  

1・当該児童の寝つきの習慣について、当てはまるところに回チェックしてください。  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   

いつも  （2、一4日／週）   （1日／週か  

（5－7日／週）   それ以下）  

寝る時刻になっても寝床に入るのを嫌がる   ［］   ［］   D   □   ［］   

一人で寝るのを嫌がる   ロ  し   □   □   ［］   □   

暗い部屋で寝るのを怖がる   ［］   ロ   ロ   ［］   □   

からだや頭を、揺すったり、リズミカルに動きながら  

寝つく（例：ベッドに頭をぶつけるなど）  ［］   ［］   ［コ   ［］   □   

［具休的な記入：  ］  

寝つくのに特別な物品、もしくは儀式が必要である  

（例：特別な人形や毛布、指しやぶりなど）  □   ［］   ロ   ［】   □   

［具体的に記入：  ］  

2・当該児童の睡眠中の行動について当てはまるものが有れば、回チェックしてください。  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   

いつも  （2、一4日／週）   （1日／退か  

（5・〈7日／週）   それ以下）  

寝言を言う   □   ［］   □   ロ   も  □   

おねしょをする   □   □   □   ［］   ロ   

夜泣きをする   ロ   ［］   口   □   口   

眠ったまま落ち着きなく体がよく動く   口   □   □   □   □   

眠ったまま歩きだす、行動をする   ［］   ロ   ロ   ［］   ［］   

歯ぎしりをする   口   □   □   ［］   ［］   

眠っている間に体の一部がピクつく   □   ⊂】   口   ［］   □   

大きないびきをかく   ［］   □   口   ［］   □   

眠っている間に子供の息が止まっているように見える   ［］   ［］   □   ［コ   ［］   

眠っている間に子供の息が詰まりかけたり、息が荒くな  

る   
口   口   □   □   ［］   

夜中に目を覚ますと、水分か食物をとらないと再び寝つ  
けない   

［］   ［コ   □   口   □   

夜中に叫び声を上げたり、汗をかいたり、慰めようもない  

ほど泣きじやくって目を覚ます   
［］   ［］   ロ   ［］   □   

怖い夢を見る   ［］   ［コ   □   ［］   □   

3・当該児童の朝の目覚めについて当てはまるものが有れば、区チェックしてください。  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   
いつも  （2、〈4日／週）   （1日／退か  

（5、一7日／週）   それ以下）  

目が覚めたとき機嫌がわるい   □   ⊂】   □   口   口   

寝床からなかなか起き出せない   ［］   ［コ   □   □   ロ   

はっきり目が覚めるまでに時間がかかる   ［］   ［コ   口   ⊂】   ロ   

目覚める時刻が早退ぎる   ［コ   ［コ   □   ［］   □   

朝、食欲がない   ［コ   ⊂】   □   口   ［］   
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4・当該児童の昼間の眠気について当てはまるものが有れば、回チェツウしてください。  

1．ほとんど  3．まれ  4，ない又は  5．不明   

いつも  （2－4日／週）   （1日／週か  

（5－・7日／週）   それ以下）  

とても眠そうにしている   □   □   □   ［］   □   

活動（食事や遊びなど）している最中にも突然眠ってしま  
［］   

つ  
□   □   □   ⊂】   

5． 寝床に入る時刻（消灯時刻）を教えてください。  

午後（   ）時（   ）分  口 不明  

6・寝床に入る時刻が、一番早い日と遅い日で1時間30分以上違いましたか。当てはまる方に邑チェックしてください。  

□ はい  □ いいえ  □ 不明  

Eはいの場合 → 最大で（  ）時間（  ）分遣った  

7． 寝床に入ってから、寝つくまでに、平均してどれだけ時間がかかりますか。  

（   ）時間（   ）分  □ 不明  

●1時間未満の場合には“（）時間”のところに“0”と記入してください。  

● 例：午後8時30分頃に寝床に入り午後9時頃に寝つく場合 －＞ 0時間30分）  

8． 一晩に平均して何回、目を覚ましますか。  

合計（   ）回  □ 不明  

● いったん寝ついた後から、朝しっかり起きるまでの途中の目覚め回数です。  

9． 8の質問でお答えいただいた夜間の目覚めの合計時間はどのくらいですか。  

合計（   ）時間（   ）分  口 不明  

● 目を覚まさない場合には、「0時間0分」と記入してください。  

10．朝に目覚める平均時刻を教えてください。  

午前（   ）時（   ）分  口 不明  

● 寝床を離れる時刻ではなく、覚醒する時刻です。  

11．一日に平均して何回、お昼寝をしますか。  

合計（  ）回  □ 不明  

12．11の質問でお答えいただいたお昼寝の合計時間はどのくらいですか。  

合計（   ）時間（   ）分  □ 不明  

● お昼寝をしない場合には、「0時間0分」と記入してください。  

アセスメント票の設問は以上です。タイムスタディデータの分析等において非常に貴重な  
資料となりますので各設問に記入漏れ、誤りがないか再度こ確認ください。  

調査にこ協力いただき誠にありがとうこざいました。  
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（様式8－②）  

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」  

アセスメント調査票  

（母子生活支援施設以外・就学後児童用）  

＜ご回答の方法＞  

1．ご記入に先立ら、説明資料「アセスメント票の記入要領【就学後児童用】」  
を必ずお読み下さい。  

2．本調査票には、2日間タイムスタディ調査の対象となったユニット等に所   
属する就学後の児童全員の状態をご記入下さい。  

3．「施設ID（英数字5桁）」及び「児童1D（数字2桁）」は、調査対象児童   
一覧表に基づいてご記入下さい。  

4．不明点などにつきましては下記のコールセンターで受け付けております。   
お気軽にお問い合わせ下さいますようお願い致します。  

5．回答が終わりましたら記載内容をご確認の上、責施設で設定されたスケジ  

ュールに合わせて調査事務局までご返送下さい。  

【コールセンター】  

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」調査事務局  

（みずほ情報総研）   

丁巨L：0120－701－181（受付時間：9時30分～17時00分）   
FAX：03－5281－5443   



アセスメント票（就学後児童用）  

（5桁の英数字）  施設ID  

児童‖D  （2桁の数字）   

問1 生年月  

間2 性別  

1．男  2．女  

状況について記入してくだ  び入所回数   当該児童の貴施設へ  

さい。  
間3 貴施投への入所年月  

4．児童自立支援施設  5．母子生活支援施設  

そ 

間5 ♯護問窟発生理由  当該児童の養護問題が発生した家庭の状況（理由）を以下の項目の中から最大4つまで  

（入所時点）  選んでください。  

4．母の行方不明  

8．父の拘禁   

12．家族の疾病の付添い   

16．父の精神障害等  

20．父の虐待■酷使  

24．破産等の経済的理由  

） 27．不詳  

3．父の行方不明  

7．父母の不和  

‖．母の入院  

15．母の就労  

19．母の放任・怠だ  

23．養育拒否  

2．母の死亡  

6．両親の未婚  

10．父の入院  

14．父の就労  

1臥父の放任・怠だ  

22．棄児  

26．その他（  

1，父の死亡  

5．父母の離婚  

9．母の拘禁  

13．次子出産  

17．母の精神障害等  

21．母の虐待一酷使  

25．児童の問題による監護困難  

【児童自立支援施設のみ】  

当該児童の入所理由としてあてはまるもの全てを選んでください。  
間6 入所理由  

4．放火・火遊び  

8．施設不適応  

12．生活指導を要する  

3．窃盗  

7．校内非行  

11．不良交遊  

1．強盗等  2．暴力非行  

5．薬物非行  6．家庭内非行  

9．家出・浮浪・排掴  10．性非行  

13．その他（  

▼  



問7 通学の状況  当該児童の通学の状況について、以下の項目から1つだけ選んでください。  

1．良好  2．やや問題有り  3．問題有り  4・判断困難  

間7－1通学先  

場所   1．施設併設  2．施設外   

1．小学校普通学級  2．小学校特別支援学級  3．中学校普通学級  

通学先  4．中学校特別支援学級  5．高等学校  6．特別支援学校（小学部）  

7．特別支援学校（中学部）   8．特別支援学校（高等部）   9．その他（  ）   

間8 家庭復帰の見通し  当該児童の家庭復帰の見通しについて以下の項目から1つ選んでください。  

1．家庭復帰の見込み有り  2．当面の家庭復帰の見込みは無いが、復帰に向け調整中  

3．家庭復帰困難又は見込み無し  4．判断困難  5．親（主たる保護者）がいない  

問9 面会・外出・外泊の状況 面会■外出・外泊の有無及び有りの場合の頻度について回答してください。  

1．有り  2．無し  有りの場合の頻度  1か月に ）又は1年に 
）   

面会の有無  

1．有り  ′2．無し  有りの場合の頻度  1か月に  ）又は1年に 
）   

外出の有無  

外泊の有無   1．有り  2．無し  有りの場合の頻度  1年に  
）   

問10 退所予定の有無  調査時点において当該児童の具体的な退所予定があれば記入してください。  

Q  西暦  年  月 頃  

1．自活（就職、進学） 2．保護者宅 3．親戚宅  4．里親宅  

5．知人・友人宅 6．児童養護施設 7．情緒障害児短期治療施設  
1．退所予定有リ  

Q   9．母子生活支援施設  

10．他の児童福祉施設（  ）  

11．医療機関  12．その他（  ）   

2．退所予定無し   

問11親（主たる保護者）の状況 当該児童の親く主たる保護者）の状況および続柄を記入してください。  

Q 続柄（あてはまるもの全てに○）  

1．実父  2．実母  3．養（継）父 4，養（継）母 5．祖父  6・祖母  

7．兄弟姉妹  8．義兄弟姉妹 9．伯（叔）父 10．伯（叔）母11．里親  

12．その他（  ）  

2．いない ＝「Ⅲ．対象児童の状態」にお進みください（問12はとばしてください）。  
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問12 養育に関する問題及び  親（主たる保護者）の養育に関する問題及び保護者対応の困難さの状況につ  

保謹書対応の困難さの状況  いてそれぞれ回答してください。  

人格障害傾向   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

抑うつ傾向   1．有り   2．無し   3．判断困難   

アルコール乱用・依存   1．有リ   2．無し   3，判断困難   

薬物乱用・依存   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

子どもへの愛着形成の困難  1．有り   2．無し   3．判断困難   

不安傾向   1．有り   2．無し   3．判断困難   

パニック障害   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

統合失調症の疑い   1．有り   2．無し   3．判断困難   

知的障害   1．有り   2．無し   3．判断困難   

施設の指導に従わない   1．有り   2．無し   3．判断困難   

クレームが多い   1，有り   2．無し   3．判断困難   

長時間の電話や頻回の来園 レ 
（クーム以外の相談等）   

2．無し   3．判断困難   

※人格障害傾向の診断や芙乱＼が見られる場合等。  

※抑うつ傾向が1週間以上親．ヽている場合等。  

※飲瀞こより仕事や家事ができないことがある場合等。  

※麻薬、覚掛Lシンナー、精神治療薬、鎮痛剤等の   

乱用・依存  

※かわいいと思えない、受容できない、無関心等  

0．評価対  

象外   い有り   問題有り   困難   

1．自閉的傾向  
j  

（人に対して反応しない、視線が合わない等）   

2．養育者との関係性  

（なつかない、過度の反抗、養育者への暴力等）  

3．注意欠陥・多動傾向  

（落ち着かない、過度の注意散漫等）  

4．反社会的行動傾向  

（いじめ、過度なけんか、嘘、性的問題、窃盗等）   

5．抑うつ傾向  

（継続的な落ち込み、食欲不振、′自殺念慮等）  

6．学習障害傾向  

（特異的な読み書き・計算の問題）   

7．物質使用  

（アルコール、タバコ、薬物等）  

8．自傷行為  

（抜毛、頭打、リストカット、自殺未遂等）  

9．集団不適応  

（不登校、学校等でのいじめられ、孤立、反抗等）  

1D，社会的引きこもり  

（長期にわたる外出拒否）  

11．排泄問題  

（夜尿、遺糞など）  

12．摂食障害傾向  

（拒食、過食、異食など）  

13．睡眠問題  

（不眠、過眠など）  

▲ ご・l＿   



0．評価対  

象外   い有り   問題有リ   困難   

14．言語能力の発達遅延・障害  

15．知的障害  

1臥施設内における他児へのいじめ  

17．施設内における他児からのいじめ  

問川 日常生活能力の発達（現在の状態を評価）  
現在の発達情況を［1犀齢以上／2．年齢相当／3．やや遅れている／4．遅れている／5判断困難］のいずれかで評価してくださ  

い。評価の基準については記入要領を必ずご参照ください。  

3．やや  
1．年齢以上  2．年齢相当   遅れている   4．遅れて   5判断困難   

いる  

日常生活能力の発達（あてはまる番号1つに○）   2   3   4   5   

間15 知能および発達検査結果（最新の数値を記入）  

当該児童の入所前の被虐得体験有無を回答してください（現在認識しているものにつ  

いて回答）。  
間16 被膚得体験の有無  

3．無し  2．疑い有リ   1．有リ  

【被虐得体験有りの場合】当該児童が虐待を受けた種類を以下の項目の中から選  

んでください（複数回答）。  
問16－1虐待の種類  

1．身体的虐待  2．性的虐待  3．ネグレクト  4．心理的虐待  5．その他  6．判断困難  

問17 定期的に通抗している疾患、縛音名および通院回数等  
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当該児童の精神障害の状況について、医師の診断、または疑いが有るか否かを回  

答してください。  
同相 精神疾患・精神障害  

※確定診断はないが疑．、が有る場合は、「診断有り又は美乱＼有り」としてください．）  1．診断有り又は疑い有り  乙無し   

間19－1精神疾患・精神  【診断有り又は疑い有りの場合】当該児童の精神疾計障害の状況について回  

障害の状況  答してください。  

発達障害系   1．確定診断有り  2．疑い有リ  3．判断困難   

行動障害系   1．確定診断有リ  2．疑い有リ  3．判断困難   

不安障害系   1．確定診断有り  2．疑い有リ  3．判断困難   

気分障害系   1．確定診断有り  2．疑い有り  3．判断困難   

その他の精神障害  1．確定診断有り  2．疑い有リ  3．判断困難   

※精神遅藩学習障象広牌発達性協調運   
動障蕎コミ工ケー勇ン障真書韻障象吃諦等  

※注意欠陥・多動性障害、行為障害、反抗挑戦性障害等   

※J（ニック障象全般性不安障害、強迫憮寧象外傷後朴レ   

ス障害摺珊惟障象分離不喘反応性愛着障象   
解離牌車腑その他動体表調性障害等   

※大うつ病性障害、気分御幸害、双‡封嫡等   

※摂食障害、排世障害、選択性賊黙、常同運動障害、性   
障害及び性同一障害、睡眠嘩害、人格障害、統合失   
調症、その他の精幡  

当該児童の障害者手帳所持の状況ついて、以下の設問に回答してください。  障害者手帳の所持  

身体障害者手帳   
3．所持  

1．所持（1級）  2．所持（2級）  
（3～6級）   

4．未判定  
5．無し   

（申請中）  

療育手帳（知的障害者福祉手帳）   
3．所持  

1．所持（重度）  2．所持（中度）  
（軽度）   

4．未判定  
5．無し  

（申請中）  

精神障害者保健福祉手帳 
3・ 4・ 

5牒し  1・所持（1級）2・所持（2級） 
級， ，  

※療育手帳の障害程度区労相自治体こよって異なりますが、ここでは耐乳．ている場合こは「重度、中度、轍勤の3区分とします。「最重度」区分が存在する場  

合は「重度」に含めてください。   

間′21アルバイトの実施状況く中学生以上）  

1．アルバイトをしている  2．アル′くイトをしていない  3．アル′くイト先を探している  

同22∴希望してい各進祐（中学生以上）  

1．進学  2．就職  3．その他（  ） 4・未定  

当該児童の家族等に対する面接や家庭訪問など継続的な家族支援の状況につ  

いて記入してください。  
間23 豪族への支援状況  

1．有り  2．無し   



問24 不適切な養育を受けた子ともの行動チェックリスト（Maltreated Child’＄ 8ehavior  
Checklist：MC8C）  

※年齢に応じたチエッグノストを使用してください。  

記入上の注意  

以下の要領にしたがって質問紙に記入して下さい。  

1．各項目には選択肢が用意されています。あてはまる選択肢の番号に○をつけて下さい。  

2．あまり深く考えず、普段の印象をお答え下さい。  

3．質問項目には全てお答え下さい。  

MCBCは小学校就学以降の子どもを対象としたチェックリストです。子どもが小学生以上喝全にお答えください。ト  
ラウマを経験した子どもの状態をチェツウするための質問55項目が列記されています。子どもの行動を観察する機  

会のある成人（児童養護施設や児童相談所の職員、学校数職員など）が、子どもの様子を思い浮かべながら、すべ  

ての質問項目に答えてください。  

その質問内容が「ほとんど当てはまらない」場合には0、「どちらかといえば当てはまらない」場合には1、「どちらかと  

いえば当てはまる」場合には2、「当てはまる」場合には3に○をつけてください。  

当
て
は
ま
る
 
 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
 
 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
ら
な
い
 
 

当
て
は
ま
ら
な
い
 
 

0：当てはまらない  

1：どちらかといえば当てはまらない  

2：どちらかといえば当てはまる  

3：当てはまる  
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当
て
は
ま
る
 
 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
 
 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
ら
な
い
 
 

当
て
は
ま
ら
な
い
 
 

0：当てはまらない  

1：どちらかといえば当てはまらない  

2：どちらかといえば当てはまる  

3：当てはまる  

「・ ‾▼l   



当該児童のケアニーズはどの程度充足されていると考えますか。現状の職員  

数、施設状況等といったサービス提供体制上の制約がないものと仮定して評価  

してください（あてはまる番号1つに○）。  

間25 ケアニースの充足状況に  

関する評価  

充足されている  ほとんど充足されている  あまり充足されていない  充足されていない  

2  1  

※問25で2または1を選択した場合にのみお答えください。  

間25－ト不足しているケアの   当該児童にとって不足しているケア内容として優先順位の高いものを3つまでお  

内容  答えください。  

2．愛着形成、コミュニケーション  

4．個別指導】面接  

6．専門的な医療ケア  

8．家族再統合に向けてのケアやファミリーソーシャルワーク  

10．その他（  ）  

1．身の回りのケア  

3．学習支援  

5．専門的な心理ケア  

7．自立支援に関するケア（就労、進学、自活等）  

9．関係機関との連携  

問25－2どのような環境が整えば当該児童のケアニースに対する充足度を高めることができるとお考  

えですか。自由に記入してください（例：職員数の増加、職員のスキルアップ 等）。  

当該児童の最近1ケ月間の睡眠の様子について思い出していただき、以下の各  
質問に回答してください。本人が回答できる項目についてはそれも加味してお答  
え下さい。何か特別な理由で（例：風邪にかかり体調が悪かったなど）、普段と様  
子が違っていた日ではなく、普段の生活を送ることのできた日の睡眠の様子に  
ついて回答ください。  

※睡眠習慣について出来る限り実態を把握して回答してください（不明の欄への  

回チェックは極力避けてください）。  

問26 睡眠習慣の状況  

1．当該児童の寝つきの習慣について、当てはまるところに回チェックしてください。  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   

いつも  （2、〈4日／週）   （1日／遅か  

（5－7日／週）   それ以下）  

寝る時刻になっても眠くない  

眠気が無くて寝床に入るのが嫌だ   
□   ［コ   ［］   □   ［］   

一人で寝るのが怖い   ロ   □   □   口   ロ   

暗い部屋で寝るのが怖い   ⊂】   ［］   ［コ   口   ［］   

からだや頭を、揺すったり、リズミカルに動きながら  

寝つく（例：ベッドに頭をぶつけるなど）  □   ［コ   ［コ   ロ   □   

［具体的な記入：  ］  

寝つくのに特別な物品、もしくは儀式が必要である  
□   ［］   ［］   口   口   

（例：特別な人形や毛布、特定の動作など） ［具体的に記入：  ］  
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2・当該児童の睡眠中の行動について当てはまるものが有れば、回チェックしてください。  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   

いつも  （2・′・4日／週）   （1日／週か  

（5－7日／週）   それ以下）  

寝言を言う   ロ   ロ   ［コ   ［］   □   

おねしょをする   口   □   口   □   ロ   

夜泣きをする   ［コ   ［コ   ⊂】   ［コ   ［コ   

眠ったまま落ち着きなく体がよく動く   ［］   □   ⊂】   ロ   ［］   

眠ったまま歩きだす、行動をする   □   ロ   ［］   口   ［］   

歯ぎしりをする   ［］   □   □   □   □   

眠っている間に体の一部がピクつく   ［］   ロ   □   ［］   ［］   

大きないびきをかく   ［］   ［］   【コ   □   ［］   

眠っている間に子供の息が止まっているように見える   ロ   □   ロ   □   ［］   

眠っている問に子供の息が詰まりかけたり、息が荒くな  

る   
ロ   ［］   ［］   ⊂】   ［］   

夜中に目を覚ますと、水分か食物をとらないと再び寝つ  
□   

けない  
［］   ［］   □   ［］   

夜中に叫び声を上げたり、汗をかいたり、慰めようもない  

ほど泣きじやくって目を覚ます   
［］   □   ［］   ［］   ［］   

怖い夢を見る   ［］   ［］   ⊂】   ［］   

3・当該児童の朝の目覚めについて当てはまるものが有れば、回チェックしてください。  

1．ほとんど  3，まれ  4．無い又は  5．不明   

いつも  （2、一4日／週）   （1日／退か  

（5・一7日／週）   それ以下）  

目が覚めたとき気分が悪い、イライラする  

周りから見て、機嫌が悪い   
□   □   □   ［］   □   

目が覚めても寝床からなかなか起き出せない   ［］   ［］   ［］   ［］   ［コ   

はっきり目が覚めるまでに時間がかかる   □   ［コ   ［コ   ［コ   □   

朝、目覚める時刻が早退ぎる   ［］   口   ［］   ロ   □   

朝、食欲がない   ［］   ［］   ［］   ［コ   □   

4・当該児童の昼間の眠気について当てはまるものが有れば、回チェックしてください。  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   

いつも  （2・一4日／過）   （1日／週か  

（5、■・7日／週）   それ以下）  

昼間なのにとても眠い  

周りから見て、とても眠そうにしている   
［コ   □   口   ［］   ⊂】   

ぽんやりして集中力がない   ［コ   □   ［］   ［］   ［］   

気分が悪い、イライラする  

周りから見て、機嫌が悪い   
［コ   □   ［コ   口   ［コ   

活動（食事や遊びなど）している最中にも突然眠ってしま  
［］   

つ  
□   ［］■■   ［］   口   

5． 寝床に入る時刻（消灯時刻）を敢えてください。  

午後（   ）時（   ）分  □ 不明  

6．寝床に入る時刻が、一番早い日と遅い日で1時間30分以上違いましたか。当てはまる方に／チェックしてください。  

口 はい  □ いいえ  口 不明  

回はいの場合 → 最大で（  ）時間（  ）分遣った  
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7． 寝床に入ってから、寝つくまでに、平均してどれだけ時間がかかりますか。  

（   ）時間（   ）分  □ 不明  

●1時間未満の場合には“（）時間”のところに“0”と記入してください。  

● 例：午後8時30分頃に寝床に入り午後9時頃に寝つく場合 －＞ 0時間30分）  

8． 一晩に平均して何回、目を覚ましますか。  

口 不明  合計（  ）回  

● いったん寝ついた後から、朝しっかり起きるまでの途中の目覚め回数です。  

9． 8の質問でお答えいただいた夜間の目覚めの合計時間はどのくらいですか。  

合計（  ）時間（  ）分  口 不明  

● 目を覚まさない場合には、「0時間0分」と記入してください。  

10．朝に目覚める平均時刻を教えてください。  

午前（   ）時（   ）分  □ 不明  

● 寝床を離れる時刻ではなく、覚醒する時刻です。  

11．お昼寝をしますか。  

□ はい  □ いいえ  口 不明  

12．‖の質問でお答えいただいたお昼寝の合計時間はどのくらいですか。  

合計（  ）時間（  ）分  □ 不明  

● お昼寝をしない場合には、「0時間0分」と記入してください。  

アセスメント票の設問は以上です。タイムスタディデータの分析等において非常に貴重な  
資料となりますので各設問に記入漏れ、誤りがないか再度こ確認ください。  

調査にこ協力いただき誠にありがとうこざいました。  
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（様式9－①）  

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」  

アセスメント調査票  

（母子生活支援施設・就学前児童用）  

＜ご回答の方法＞  

1．ご記入に先立ち、説明資料「アセスメント票の記入要領【就学前児童用】」  

を必ずお読みください。  

2．本調査票には、2日間タイムスタディ調査の対象となった世帯の就学前の  

児童全員の状態をご記入ください。  

3．「施設ID（英数字5桁）」及び「母子ID（数字3桁）」は、調査対象母子  

一覧表に基づいてご記入ください。  

4．ご不明点につきましては下記のコールセンターで受け付けております。お  

気軽にお問い合わせくださいますようお願い致します。  

5．回吾が終わりましたら記載内容をご確認の上、責施設で設定されたスケジ  

ュールに合わせて調査事務局までご返送ください。  

【コールセンター】  

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」調査事務局  

（みずほ情幸闘志研）   

TEL：0120－701－181（受付時間：9時30分′）17時00分）   
FAX：03－5281－5443   



アセスメント票（就学前児童用）  

（5桁の英数字）  施設ID  

（3桁の数字：世帯の当該児童のIDを記入してください）  母子ID  

1 生年月  間
西
暦
 
 

4．児童自立支援施設  5．母子生活支援施設  

間5－1通周先  6で1から4を選択した場合に回答ください。通園先はどこですか。  

T、・■町車   



問8 親（主たる保護者）の状況 当該児童の親（主たる保護者）の状況および続柄を記入してください。  

間9 養育に関する問題及び  親（主たる保護者）の養育に関する問題及び保護者対応の困難さの状況につ  

保護者対応の困難さの状況  いてそれぞれ回答してください。  

人格障害傾向   1．有り   2．無し   3．判断困難   

抑うつ傾向   1．有り   2．無し   3．判断困難   

アルコール乱用一俵存   1．有り   2．無し   3．判断困難   

薬物乱用・依存   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

子どもへの愛着形成の困難  1．有り   2．無し   3．判断困難   

不安傾向   1．有り   2．無し   3．判断困難   

パニック障害   1．有り   2．無し   3．判断困難   

統合失調症の疑い   1．有リ   2，無し   3．判断困難   

知的障害   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

施設の指導に従わない   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

クレームが多い   1．有リ   2．無し   3．判断困難   

長時間の電話や頻回の来園  

（クレーム以外の相談等）   
2．無し   3．判断困難   

※人格障害傾向の診断や芙乱＼が見られる場合等。   

※抑うつ傾句が1週間以上綿．＼ている場合等。  

※飲洒こより仕事や家事ができないことがある場合等。  

※麻薬、覚醒剤、シンナー、精神治療薬、鎮痛剤等の   

乱用・依存  

※かわいいと思えない、受容できない、無関心等   

2  



間10 出生時の状況  当該児童の出生時の状況について記入してください。  

出生時体重   1．（  ）グラム  2．不明   

在胎週数36週以前の早期での出産  1．はい（  ）週 （  ）日  2．いいえ  3．不明   

修正年齢 ※乳児期のみ   （  ）歳 （  ）ケ月   

Q∴草体特車内容1壊照券車妻Q） 
1．保育器の使用  2．2週間以上の入院  

1．有り   
出産後の問題  3．発育不全  4．先天性の異常  

5．その他（  ）  

2．無し   

1．有り（疾患および障害名：  ）  

疾患および障害関連の問題  
2．無し   

1．ミルクのみ  2．ミルクに加え離乳食を開始している  
哺乳・離乳食等の形態  

3．離乳食は完了した（幼児食）  4．その他  5．判断困難   

1．問題無し  

針藩串醸疎猪難賭純 

摂食の状態  2．問題有リ   1．小食  2．過食  3．拒食  4．異食  5．偏食  

6．食事に時間がかかる  

3．判断困難   

現在の状態を評価）  

（デンバー式発達ス  －ニング検査およぴデンバー式発達判定法に基づく。記入要領を参照く  

粗大運動に   0．判断困難  1．疑い無し  2．やや疑い有り  3．疑い有り  4．遅れ有り   

微細運動に   0．判断困難  1．疑い無し  2．やや疑い有り  3．疑い有り  4．遅れ有リ   

言語的発達に   0．判断困難  1．疑い無し  乙やや疑い有り  3．疑い有り  4．遅れ有リ   

社会的発達に   0．判断困難  1．疑い無し  乙やや疑い有リ  3．疑い有リ  4．遅れ有り   

問14 日常生活能力の発達（現在の状態を評価）  

現在の児童の状態を【1年齢以上／2．年齢相当／3やや遅れている／4．遅れている／5判断困難】のいずれかで評価してく  

ださい。評価の基準については記入要領を必ずご参照ください。  

3．やや  
1．年齢以上  2．年齢相当   遅れている   4．遅れて   5．判断困難   

いる  

日常生活能力の発達（あてはまる番号1つに○）   1   2   3   4   5  



問15 知能および発達検査結果（最新の数値を記入）  

間16 情緒・行動上の特徴（現在の状態を評価）  
現在の児童の状態を［0．評価対象外／1．疑い無し／2．やや疑い有り／3．疑い有り／4．確かに問題有り／5．判断困難】のいず  
れかで評価してください。評価の基準については記入要領を必ずご参照ください。  

0．評価対  

象外   い有リ   問題有リ   困難   

1．自閉的傾向  
0   2   3   4   5   

（人に対して反応しない、視線が合わない等）  

2．養育者との関係性  
0   2   3   4   5   

（なつかない、過度の反抗、養育者への暴力等）  

3．注意欠陥・多動傾向  
0   2   3   4   5   

（落ち着かない、過度の注意散漫等）  

4．反社会的行動傾向  
0   2   3   4   5   

（いじめ、過度なけんか、嘘、性的問題、窃盗等）  

5．抑うつ傾向  
0   2   3   4   5   

（継続的な落ち込み、食欲不振、自殺念慮等）  

6．学習障害傾向  
0   2   3   4   5   

（特異的な読み書き・計算の問是真）  

7．自傷行為  
0   2   3   4   5   

（抜毛、頭打、リストカット、自殺未遂等）  

8．集団不適応  
0   2   3   4   5   

（不登校、学校等でのいじめられ、孤立、反抗等）  

9．排泄問題  
0   2   3   4   5   

（夜尿、遺糞など）  

10．摂食障害傾向  
0   2   3   4   5   

（拒食、過食、異食など）  

11．睡眠問題  
0   2   3   4   5   

（不眠、過眠など）  

12．言語能力の発達遅延・障害   0   2   3   4   5   

13．知的障害   0   2   3   4   5   

14．施設内における他児へのいじめ   0   2   3   4   5   

15．施設内における他児からのいじめ   0   2   3   4   5   

当該児童の入所前の被虐得体験有無を回答してください（現在認識しているものにつ  

いて回答）。  
問17 被虐得体躾の有無  

2．疑い有り  3．無し  

【被虐待体験有りの場合】当該児童が虐待を受けた種類を以下の項目の中から選  
んでください（複数回答）。  

間17－1虐待の種類  

1．身体的虐待  2．性的虐待  3．ネグレクト   4．心理的虐待  5．その他  6．判断困難  

4   



同18 定期的に通院している疾患、障害名および通院回数笥  

【診断有り又は疑い有りの場合】当該児童の精神疾患  

答じてください。  

状況について回  

発達障害系   1．確定診断有リ  2．疑い有り  3．判断困難   

行動障害系   1．確定診断有リ  2．疑い有り  3．判断困難   

不安障害系   1．確定診断有リ  2．疑い有り  3．判断困難   

気分障害系   1．確定診断有リ  2．疑い有り  3．判断困難   

その他の精神障害  1．確定診断有リ  2．疑い有リ  3．判断困難  

※精神選農学習障象広汎性発適障吉発達性協調運   

動障家コミュニケーカン陣幕音韻障象吃音等）等  

※注意欠陥・多動性障害、行為障害、反抗的観閲章害等   

※Jたック障象全般性不安陣象弓勧牌外傷後朴レ   

ス障象認爛椎障害分離不猟反応性愛着障害、   

解離性障害車灘碑蕎その他身体表現性障害等   

※大うつ病I却章害、気分変調性障害、双樹肇章害等   

※摂コ射幸害、挑榔草書、選択性賊黙、常同運軌障害、性   

障害及び性同一障害、睡眠障害、人格障害、続合失   

調症、その他の精神障害  

当該児童の障害者手帳所持の状況ついて、  以下の設問に回答  ください。  

身体障害者手帳   1．1級   2．2級   3．3～6級   
4．未判定  

5．無し   
（申請中）  

療育手帳（知的障害者福祉手帳）   1．重度   2．中産   3．軽度   
4．未判定  

5．無し   
（申請中）  

精神障害者保健福祉手帳   1．1級   2．2級   3．3～6級   
4．未判定  

5．無し   
（申請中）  

※療育手帳の障害程度区分ま自治附こよって異なりますが、ここでは所持している場合には「重度、中度、抱軋の3区分とします。「最蟄勤区分が存在する場   

合は「盟勤に含めてください。  

当該児童の家族等に対する面接や家庭訪問など継続的な家族支援の状況につ  

いて記入してください。  
間22 家族への支援状況  

1．有り  2．無し   



間23 養育問題のある子どものためのチェックリスト（Che甜i5t for Ma】treated tnfant：CMTり   
※年齢に応じたチェックリストを使用してください。   

記入上の注意   

以下の要領にしたがって質問紙に記入してください。  

1．各項目には選択肢が用意されています。あてはまる選択肢の番号に○をつけてください。   

2，あまり深く考えず、普段の印象をお答えください。   

3．質問項目には全てお答えください。  

「生後6か月から2歳末清児用」（2歳以上6歳未満の児童は◎印の設問へ進んでください）   

1．お子さんに以下のような状況が見られますか？年齢的にまだできないと思われる事柄については「n」とお答えください。  

年齢  

よく  的に  

有る  不可  

能  

たま  

無い  に有  有る  

る  

1 

急に激しく泣くなど、表情や態度が 
1 2  3  4  n  

2  些細なことでぴくぴくして不安そうにする  1  2  3  4  n  

3  急に泣き出して止まらなくなる  1  2  3  4  n  

4  普通以上に怖がる特定の人や物や場面がある  1  2  3  4  n  

5  夜泣きが激しい  1  2  3  4  n  

6  感情の起伏が激しい  1  2  3  4  n  

7  ひとりで進んでいることが多い  1  2  3  4  n  

以後の設問において、お子さんにとって特別な存在である大人（担当職員やその他職員）のことを「特別な大人」と称  

します。もしそのような「特別な大人」がいない場合には、担当職員を対象としてお答えください。   

2． お子さんの普段の行動から以下のような様子が見られますか？  

輔
机
閉
能
 
 

＼  

く
る
 
 
 

よ
有
 
 

る
 
 

有
 
 
 

詰
る
 
 

し
 
 

無
 
 

8  表情が乏しい  

9  大人と関わろうとしない  

10 「特別な大人」に対していい子ぶる、外面がいい  

11 生き生きとしている  4  

12  友達と仲良く遊ぷ  4  3  

13  慰められてもなかなか気持ちが落ち着かない  1  2  3  

14  ちょっとしたことで怖がって自由に遊ばない  1  2  3  

りな大人」に抱かれていても、遠くをボ‾つと見て 

ー5  

1 2  3  4  

16  突然固まって、ぼーつとした表情をする  1  2  3  4  n  

感じたときに、 
1 2  3  4  

17  
n  

18  いつもいらいらしている  1  2  3  4  ∩  

19  遊びに集中できない  1  2  3  4  n  
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20  悲しそうにしている  

21 笑顔が少ない  

22  凍りついた目あるいはうつろな目をしている  

23  大人がいても自分で危険な行動をとる  

3． お子さんには次のようなことありますか？  

24  人のものをとったりする  

25  ぐずることが多い  

26  床や壁に自分の頭を打ち付けることがある  

27  すぐに激しい泣き方になる  

1． お子さんに以下のような状況が見られますか？年齢的にまだできないと思われる事柄については「n」とお答えください。  

年齢  

よく  的に  

有る  不可  

能  

たま  

無い  に有  有る  

る  

1霊諾慧≡豊誌急に激しく泣くなど、表情や態度が1  2  3  4  n  

こちらとかかわらなくなってボ‾つ 

2  

1  2  3  4  n  

3  急に泣き出して止まらなくなる  1  2  3  4  n  

来ていた」と言うことでも出来なくなっているこ 

4  
1 2  3  4  n  

5  寝つきが悪い  1  2  3  4  n  

6  周囲に対して攻撃的である  1  2  3  4  n  

以後の設問において、お子さんにとって特別な存在である大人（担当職員やその他職員）のことを「特別な大人」と称  

します。もしそのような「特別な大人」がいない場合には、担当職員を対象としてお答えください。   

2． お子さんの普段の行動から以下のような様子が見られますか？  

輔
批
閉
能
 
 

＼  

く
る
 
 
 

よ
有
 
 

る
 
 
 
右
 
 
 

諾
る
 
 

し
 
 

無
 
 

7  表情が乏しい  

嫌なことがあったとき、怖い時、痛みを感じたときに、  

8 「特別な大人」に近づいて慰めを求めようとせず、固ま  

ってしまう   



9 「特別な大人」に対していい子ぶる、外面がいい  

10  危ないことを平気でする  

11 表情が明るい  

12 「特別な大人」の言うことを素直に聞く  4  

13  慰められてもなかなか気持ちが落ち着かない  1  

14  すぐに「特別な大人」に頼る  1  2  

15  依存心が強い  1  2  3  

16  大人に気に入られようと可愛い子ぶる  1  2  3  4  

17  誰にでもべたべたしてくる  1  2  3  4  n  

18  ちょっとしたことで怖がって自由に遊ばない  1  2  3  4  n  

19 崇寺別な大人」に抱かれていても、遠くをボ‾つと見てい1 2  3  4  n  

20  突然固まって、ぼーつとした表情をする  1  2  3  4  n  

2  3  4  21警警濫読イ認1豊賢を感じたときに、固1  n  

22 「特別な大人」を困らせるような行動を多くとる  1  2  3  4  n  

23  過度に警戒している  1  2  3  4  n  

24  常に緊張している  1  2  3  4  シ∩  

25  いつもいらいらしている  1  2  3  4  n  

26  遊びに集中できない  1  2  3  4  n  

27  悲しそうにしている  1  2  3  4  n  

28  笑顔が少ない  1  2  3  4  n  

29  年齢不相応に動きが少ない  1  2  3  4  ∩  

30  凍りついた目あるいはうつろな目をしている  1  2  3  4  n  

31 日をあわせて笑いあうことが少ない  1  2  3  4  n  

32  自分から甘えてくることが少ない  1  2  3  4  n  

33  甘え方が下手である  1  2  3  4  n  

34  次々に別の大人を求める  1  2  3  4  n  

35  視線を合わせることが少ない  1  2  3  4  n  

36  ちょっとしたことで固まってしまう  1  2  3  4  n  

37 「特別な大人」を求めてくるがすぐに他に向かう  1  2  3  4  n  

38  
大人」を求めていながら、ちょっとした事で避け1  

2  3  4  n  

39  ひとりの大人と集中して遊べない  1  2  3  4  ∩  

40  特定の大人との強いかかわりができない  1  2  3  4  n   



3， お子さんには次のようなことが有りますか？  

41 人のものをとったりする  

42  友達と仲良く遊ぶ  

43  気分や感情が急に変わる  1  

44  ミルクや食事の量や速度にムラがある  1  2  

動が激しい時と遅い（おとなしい）暗があり、‾定しな  
45   －  2  3  

46  興奮するととめることが出来ない  1  2  3  

47  気に入らないと通常以上に激しく泣く  1  2  3  4  

48  泣き出すとなかなか止まらない  1  2  3  4  

49  ぐずることが多い  1  2  3  4  n  

50  かんしやくが多い  1  2  3  4  n  

51 かっとなると暴力的になる  1  2  3  4  n  

52 こつの行動から他の行動への切り替えがうまくいかな1  2  3  4  n  

53  大きな音を怖がる  1  2  3  4  ∩  

54  大きな声で話す傾向がある  1  2  3  4  n  

55  注射などを極端に嫌がる  1  2  3  4  n  

56  転びやすい  1  2  3  4  ∩  

57  不安定な場所を好む  1  2  3  4  n  

58  ボール投げが年齢相応に出来ない  1  2  3  4  n  

を顧みず、高いところに上ったり、飛び降りたり  

59   
1  2  3  4  n  

60  すぐに激しい泣き方になる  1  2  3  4  n  

61 他人をもののように扱う  1  2  3  4  n  

62  その場にあったことと表情が一致していない  1  2  3  4  n  

63  友だちにやさしい  4  3  2  1  n  

64  ルールが守れない  1  2  3  4  n  

65  よくけんかをする  1  2  3  4  n  

66  友だちに暴力を振るう  1  2  3  4  n  

67  人のものをとって自分のテリトリーにためておく  1  2  3  4  n  

68  小さい子に暴力を振るう  1  2  3  4  n  

69  大人の言うことにことごとく反抗する  1  2  3  4  n  

70  他の子をいじめる  1  2  3  4  n  

71 力の強い子に支配されやすい  1  2  3  4  n  

72  想像力が豊かである  4  3  2  1  ∩  
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73  力の強い人と弱い人に対する態度が全く違う  

74  年齢不相応に性的な言葉を発する  

75  汚い言葉を多用する  

76  ものの抜いが乱雑である  

77  非常に衝動的な行動をする  

了8  ストー」ノーのある遊びができる  

79  集中力がない  1  2  3  4  n  

80  遊びが次々に変わる  1  2  3  4  n  

81 ままごとを楽しくできる  4  3  2  1  n  

当該児童のケアニーズはどの程度充足されていると考えますか。現状の職員  

数、施設状況等といったサービス提供体制上の制約がないものとして評価してく  

ださい（あてはまる番号1つに○）。  

間24 ケアニーズの充足状況に  

関する評価  

充足されている  ほとんど充足されている  あまり充足されていない  充足されていない  

2  1  

※問24で2または1を選択した場合にのみお答えください。  

問24－ト不足しているケアの  当該児童にとって不足しているケア内容として優先順位の高いものを3つまでお  

肉専  答えください。  

2．愛着形成、コミュニケーション  

4．個別指導t面接  

6．専門的な医療ケア  

8．家族再統合に向けてのケアやファミリーソーシャルワーク  

10．その他（  ）  

1．身の回りのケア  

3．学習支援  

5．専門的な心理ケア  

7．自立支援に関するケア（就労、進学、自活等）  

9．関係機関との連携  

間24－2どのような環境か整えば当該児圭のケア＝－スに対する充足度を高めることかできるとお考  

えですか。自由に記入してください（例：職員数の増加、陣貝のスキルアップ 等）。  
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当該児童の最近1ケ月間の睡眠の様子について、以下の各質問にお答えください。何  

か特別な理由で（例：風邪にかかり体調が悪かったなど）、普段と様子が違っていた日で  

はなく、普段の生活を送ることのできた日の睡眠の様子についてお答えください。  
間25 陣場の状況  

（現在の状態を評価）姦壷這壷盲定言こて蒜妄言義ら妄議妄高遠こ詣毒L壱ください（不明の欄への防チ  

ェックは極力避けてください）。  

1，当該児童の寝つきの習慣について、当てはまるところに回チェックしてください。  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   

いつも  （2・一4日／週）   （1日／週か  

（5、一7日／週）   それ以下）  

寝る時刻になっても寝床に入るのを嫌がる   ［］   □   ロ   ［］   ［］   

一人で寝るのを嫌がる   ［］   ロ   ［］   □   ［コ   

暗い部屋で寝るのを怖がる   口   ［］   口   ［］   ［］   

からだや頭を、揺すったり、リズミカルに動きながら  

寝つく（例：ベッドに頭をぶつけるなど）  ［］   □   □   □   □   

［具体的な記入：  ］  

寝つくのに特別な物品、もしくは儀式が必要である  

（例：特別な人形や毛布、指しやぶりなど）  ロ   ［コ   ［］   ［］   ［］   

【具体的に記入：  ］  

2．当該児童の睡眠中の行動について当てはまるものが有れば、酔エツクしてください。  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   

いつも  （2、－4日／週）   （1日／週か  

（5、－7日／週）   それ以下）  

寝言を言う   
［］   ［］   ロ   ［］   ⊂】   

おねしょをする   ［］   ロ   ［］   ［］   □   

夜泣きをする   □   □   ［］   □   ロ   

眠ったまま落ち着きなく体がよく動く   ［］   ［］   ［］   ［］   ［］   

眠ったまま歩きだす、行動をする   ［］   □   ［］   □   口   

歯ぎしりをする   ロ   ［コ   ロ   □   ［コ   

眠っている間に体の一部がピクつく   ⊂】   ［］   ロ   ［］   ⊂】   

大きないびきをかく   ロ   ［］   ［］   ［］   ［］   

眠っている間に子供の息が止まっているように見える   ［］   ［］   ［］   □   ［］   

眠っている間に子供の息が詰まりかけたり、息が荒くな  

る   
［］   口   □   ［］   ［］   

夜中に目を覚ますと、水分か食物をとらないと再び寝つ  
けない   

［コ   ロ   ［］   【コ   ［］   

夜中に叫び声を上げたり、汗をかいたり、慰めようもない  

ほど泣きじやくって目を覚ます   
□   口   ［］   □   □   

怖い夢を見る   ［］   ［］   □   □   ［］   

3．当該児童の朝の目覚めについて当てはまるものが有れば、回チェックしてください。  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   

いつも  （2、一4日／週）   （1日／週か  

（5・一7日／週）   それ以下）  

目が覚めたとき機嫌がわるい   □   ［］   ロ   口   ［］   

寝床からなかなか起き出せない   口   ［コ   □   ［］   ［］   

はっきり目が覚めるまでに時間がかかる   ［］   ［］   ［］   ［コ   ⊂】   

目覚める時刻が早退ぎる   ［］   ［］   □   □   □   

朝、食欲がない   □   口   ［］   □   □   

4．当該児童の昼間の眠気について当てはまるものが有れば、回チェックしてください。  

1．ほとんど  3．まれ  4．ない又は  5．不明   

いつも  （2－4日／週）   （1日／遅か  

（5－7日／週）   それ以下）  

とても眠そうにしている   □   ［コ   ロ   □ ′   □   

活動（食事や遊びなど）している最中にも突然眠ってしま  
［］   ［］   口   □   ［コ   

つ  
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5． 寝床に入る時刻（消灯時刻）を教えてください。  

午後（   ）時（   ）分  □ 不明  

6・寝床に入る時刻が、一番早い日と遅い日で1時間30分以上違いましたか。当てはまる方に由チェックしてください。  

□はい □いいえ 口不明  

回はいの場合 → 最大で（  ）時間（  ）分遣った  

7． 寝床に入ってから、寝つくまでに、平均してどれだけ時間がかかりますか。  

（  ）時間（  ）分  □ 不明  

● 1時間未満の場合には“（）時間’’のところに“0”と記入してください。  

● 例：午後8時30分頃に寝床に入り午後9時頃に寝つく場合 －＞ 0時間30分）  

8． 一晩に平均して何回、日を覚ましますか。  

合計（  ）回  □ 不明  

● いったん寝ついた後から、朝しっかり起きるまでの途中の目覚め回数です。  

9． 8の質問でお答えいただいた夜間の目覚めの合計時間はどのくらいですか。  

合計（  ）時間（  ）分  □ 不明  

● 目を覚まさない場合には、「0時間0分」と記入してください。  

10．朝に目覚める平均時刻を教えてください。  

午前（   ）時（   ）分  口 不明  

● 寝床を離れる時刻ではなく、覚醒する時刻です。  

11．一日に平均して何回、お昼寝をしますか。  

合計（  ）回  

12．11の質問でお答えいただいたお昼寝の合計時間はどのくらいですか。  

合計（  ）時間（  ）分  口 不明  

● お昼寝をしない場合には、「0時間0分」と記入してください。  

アセスメント票の設問は以上です。タイムスタディデータの分析等において非常に貴重な  

資料となりますので各設問に記入漏れ、誤りがないか再度こ確認ください。  

調査にこ協力いただき誠にありがとうこざいました。  
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（様式9－②）  

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」  

アセスメント調査票  

（母子生活支援施設・就学後児童用）  

＜ご回答の方法＞  

1．ご記入に先立ち、説明資料「アセスメント票の記入要領【就学後児童用】」  

を必ずお読みください。  

2．本調査票には、2日間タイムスタディ調査の対象となった世帯の就学後の  

児童全員の状態をご記入＜ださい。  

3．「施設1D（英数字5桁）」及び「母子ID（数字3桁）」は、調査対象母子  
一覧表に基づいてご記入ください。  

4．ご不明点につきましては下記のコールセンターで受け付けております。お  
気軽にお問い合わせくださいますようお願い致します。  

5．回答が終わりましたら記載内容をご確認の上、黄施設で設定されたスケジ  
ュールに合わせて調査事務局までご返送ください。  

【コールセンター】  

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」調査事務局  

（みずほ情幸闘志研）   

TEL：0120－701－181（受付時間：9時30分～17時00分）   
FAX：03－5281－5443   



アセスメント票（就学後児童用）  

1．1回（初回） 2．2回目 3．3回目 4．4回目 5．5回目以上 6．不明  
ミ；㍊＝  

■（、：ry  

1．乳児院  2．児童養護施設 3．情緒障害児短期治療施設  

4．児童自立支援施設  5．母子生活支援施設  6．里親  1．有り  
7・上記以外の児童福祉椴（ 

・その他 
主濯    ；掠 鶴ノ  雄 滋    靭    推                    羽     滝         品    ∴      蓋  ） ，  

乙無し  

キ＝己；－：；き≡≡；闘将弊髄裾線翻巨霊ギ  瑚轟牽こ；繁－慾    鉛    叛浮  軋＝盲哉小紋    ∑浪泌整    脚      挙‡敦磨誌＝ス  訴裾 ■珍ご  抒常滑孝≡女沌…                                                     ：・．～γ   

場所  1，施設併設  2．施設外   

1．小学校普通学級  2．小学校特別支援          学級  3．中学校         普通学級  

通学先  4．中学校特別支援学級  5．嵩等学校  6．特別支援学校（小学ロ                     部）  

7．特別支援学校（中学部）   8．特別支援学校（高等部） 9．その他（  ）  
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間9 養育に同する同母及  

保凛者対応の困＃書  

人格障害傾向   1．有り   2．無し   3．判断困難   

抑うつ傾向   1．有り   2．無し   3．判断困難   

アルコール乱用・依存   1．有り   2．無し   3．判断困難   

薬物乱用・依存   1．有り   2．無し   3．判断困難   

子どもへの愛着形成の困難  1．有り   2．無し   3．判断困難   

不安傾向   1．有り   2．無し   3．判断困難   

パニック障害   1．有り   2．無し   3．判断困難   

統合失調症の疑い   1．有り   2．無し   3．判断困難   

知的障害   1．有り   2．無し   3．判断困難   

施設の指導に従わない   1．有り   2．無し   3．判断困難   

クレームが多い   1．有り   2．無し   3，判断困難   

長時間の電話や頻回の来園  
（クレーム以外の相談等）   

2．無し   3．判断困難   

※人格障蔚幌向の診断や兵乱＼が見られる場合等。  

※抑うつ傾句が1週間以上続．＼ている場合等。  

※餌酉こより仕事や家事ができないことがある場合等。  
※麻薬、覚醒剤、シンナー、精柵台療薬、鎮痛剤等の   

舌1月・依存  

※かわいいと思えない、受容できない、無関心等   
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0．評価対  

象外   い有り   問題有り   困難   

1．自閉的傾向  

（人に対して反応しない、視線が合わない等）   
0   2   3   4   5   

2．養育者との関係性  

（なつかない、過度の反抗、養育者への暴力等）   
0   望   3   4   5   

3．注意欠陥・多動傾向  

（落ち着かない、過度の注意散漫等）   
小   ㌘   3   4   5   

4．反社会的行動傾向  
0   

（いじめ、過度なけんか、嘘、性的問題、窃盗等）  
2   3   4   5   

5．抑うつ傾向  

（継続的な落ち込み、食欲不振、自殺念慮等）   
0   

十1 乙   

3   1   5   

6．学習障害傾向  

（特異的な読み書き・計算の問題）   
0   2   3   ヰ   5   

7．物質使用  
0   ！－   2   3   4   

（アルコール、、タ／〈コ、薬物等）  
5   

8．自傷行為   

（抜毛、頭打、リストカット、自殺未遂等）  
0   ′7   3   4   5  

9．集団不適応  

（不登校、学校等でのいじめられ、孤立、反抗等）   
0   r〉 ∠．．   3   4   5   

10．社会的引きこもり  

（長期にわたる外出拒否）   
0   2   3   4   5   

11．排泄問題  

（夜尿、遺糞など）   
0   2   3   ヰ   5   

12．摂食障害傾向  
0   

（拒食、過食、異食など）  
2   3   4   5   

13．睡眠問題   

（不眠、過眠など）  
0   2   1   4   5  

14．言語能力の発達遅延・障害   0   り  」し   3   4   5   

15．知的障害   0   2   3   4   5   

16．施設内における他児へのいじめ   0   2   3   4   5   

17．施設内における他児からのいじめ   0   2   3   4   5  

日常生活能力の発達（あてはまる番号1つに○）   
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発達障害系   1．確定診断有り  2．疑い有り  3．判断困難   

行動障害系   1．確定診断有り  2，疑い有り  3．判断困難   

不安障害系   1．確定診断有り  2．疑い有リ  3．判断困難   

気分障害系   1．確定診断有り  2．疑い有り  3．判断困難   

その他の精神障害  1．確定診断有り  2．疑い有り  3．判断困難   
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†  鮮    ￥     申  ニ▼  

身体障害者手帳   
3．所持  

1．所持（1級）  2．所持（2級）  
（3～6級）  

4．未  
5．無し   

（申  

療育手帳（知的障害者福祉手帳）   
3．月  

1．所持（重度）  2．所持（中度）   圧    軽度）  
4．未  

5．無し   
（申  

精神障害者保健福祉手帳   
3．所持  

1．所持（1級）  2．所持（2級）  
（3～6級）  

4．未  
5．無し   

（申  

※療育手帳の障純度区分は自治体によって異なりますが、ここでは所乱ている場討こは「重度、中度、軽度」の3区分とします。「貴重度」区分が存在する場   

合は「扱に含めてください。  

2．アル／くイトをしていない  3．アル／くイト先を探している  1．アルバイトをしている  

）  4．未定   2．就職   1．進学   3．その他（  



MCBCは小学校就学以降の子どもを対象としたチェックリストです。子どもが小学生以上の場合にお答えください。ト  
ラウマを経験した子どもの状態をチェックするための質問55項目が列記されています。子どもの行動を観察する機  

会のある成人（児童養護施設や 児童相談所の職員、学校教職員など）が、子どもの様子を思い浮かべながら、すべ  

ての質問項目に答えてください。  

その質問内容が「ほとんど当てはまらない」場合には0、「どちらかといえば当てはまらない」場合には1、「どちらかと  

いえば当てはまる」場合には2、「当てはまる」場合には3に○をつけてください。  

当
て
は
ま
る
 
 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
 
 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
ら
な
い
 
 

当
て
は
ま
ら
な
い
 
 

0：当てはまらない  

1：どちらかといえば当てはまらない  

2：どちらかといえば当てはまる  

3：当てはまる  
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当
て
は
ま
る
 
 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
 
 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
ら
な
い
 
 

当
て
は
ま
ら
な
い
 
 

0：当てはまらない  

1：どちらかといえば当てはまらない  

2：どちらかといえば当てはまる  

3：当てはまる  

（27） 自分で自分の体を殴る  

（28） 常におやつを求めている  

（29） 喫煙する  

（30） 朝起きられない  

（31）スポーツや趣味で得意だったり、自信を持っていることがない  

（32） 他の子と性的な遊びをする  

（33） 多動でじっとしていることができない  

（34）感情が表情に表れない  

（35）職員や他の子どもからの金品の持ち出しがある  0 1  
（36）「死にたい」ともらす  0 1 2  

（37） 大人の心を傷つける言動がある  0 1 2  3  

（38） 異性の身体にべタベタ触れたがる  0 1 2  3  

（39） 不登校の傾向がある  0 1 2  3  

（40） 泣かない  0 1  2  3  

（41） 強者に対する態度と弱者に対する態度が極端に異なる  0 1 2  3  

（42） 学校で居眠りをしている  0 1 2  3  

（43） 過食がある  0 1 2  3  

（44） 年齢に比べて性的な事柄に対する関心が高い  0 1 2  3  

（45） 無断欠席が多い  0 1 2  3  
（46） 肯定的な感情の表現（うれしい、たのしいなど）がない  0 1 2  3  

（47） 大人に対して反抗的な態度を示す  0 1 2  3  

（48） 大量に服薬する  0 1 2  3  

（49） 昼夜逆転である  0 1 2  3  

（50） 人の神経を逆なでする  0 1 2  3  

（51） 衝動的に行動してしまう  0 1 2  3  

（52） 無断外泊がある  0 1 2  3  

（53）勉強で何か得意な分野や自信を持っているものがまったくない  0 1 2  3  

（54） 怒りをもつと大暴れをする  0 1 2  3  

（55） 注意の集中が出来ない  0 1 2  3  
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1・当該児童の寝つきの習慣について、当てはまるところに回チェックしてください。  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   
いつも  （2・一4日／遇）   （1日／退か  

（5、一7日／遇）   それ以下）  

寝る時刻になっても眠くない  

眠気が無くて寝床に入るのが嫌だ   
□   □   ［］   ロ   □   

一人で寝るのが怖い   口   □   ロ   □   口   

暗い部屋で寝るのが怖い   □   口   ［コ   ロ   □   

からだや頭を、揺すったり、リズミカルに動きながら  

寝つく（例：ベッドに頭をぶつけるなど）  □   □   □   ロ   口   

［具体的な記入：  ］  

寝つくのに特別な物品、もしくは儀式が必要である  

（例：特別な人形や毛布、特定の動作など）  □   ［］   口   □   ［コ   

［具体的に記入：  ］  
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回章エツクしてくださ  はまるものが有れば、  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   

いつも  （2－4日／週）   （1日／遇か  

（5、′・7日／週）   それ以下）  

寝言を言う   □   ［］   ［］   □   口   

おねしょをする  ［］   ロ   ［］   ［］   

夜泣きをする   ［］   ［］   ［］ ロ   ［］   

眠ったまま落ち着きなく体がよく動く   ［］   ［］   ロ   口   ［］   

眠ったまま歩きだす、行動をする   □   ［］   口   ロ   ［］   

歯ぎしりをする   ロ   ロ   ［コ   □   ［コ   

眠っている間に体の一部がピクつく   □   口   【コ   ⊂】   ⊂］   

大きないびきをかく   口   □   ロ   【］   ［コ   

眠っている間に子供の息が止まっているように見える   口   口   口   ロ   ［コ   

眠っている間に子供の息が詰まりかけたり、息が荒くな  

る   
□   ロ   □   □   ［コ   

夜中に目を覚ますと、水分か食物をとらないと再び寝つ  
けない   

［］   ［］   ［］   口   【コ   

夜中に叫び声を上げたり、汗をかいたり、慰めようもない  

ほど泣きじやくって目を覚ます   
［］   ［］   ロ   ［］   ［］   

怖い夢を見る   ［］   ［］   【コ   口   口   

覚めについて当てはまるものが有れば、  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   

いつも  （2、一4日／遇）   （1日／退か  

（5・一7日／遇）   それ以下）  

目が覚めたとき気分が悪い、イライラする  

周りから見て、機嫌が悪い   
［コ   ［コ   口   ロ   ［］   

日が覚めても寝床からなかなか起き出せない   ⊂】   □   □   □   ［コ   

はっきり目が覚めるまでに時間がかかる   ［コ   ［］   □   口   ロ   

朝、目覚める時刻が早過ぎる   ロ   ［］   ［］   口   lコ   

朝、食欲がない   □   口   □   ロ   口  

1．ほとんど  3．まれ  4．無い又は  5．不明   

いつも  （2、一4日／遇）   （1日／退か  

（5・一7日／遇）   それ以下）  

昼間なのにとても眠い  

周りから見て、とても眠そうにしている   
口   □   ロ   D   ［コ   

ぼんやりして集中力がない   ［］   □   【コ   口   ［］   

気分が悪い、イライラする  

周りから見て、機嫌が悪い   
⊂】   □   □   口   ［コ   

活動く食事や遊びなど）している最中にも突然眠ってしま  
［］   

つ  
□   ［］   ロ   ［］   

5． 寝床に入る時刻（消灯時刻）を敢えてください。  

午後（   ）時（   ）分  □ 不明  

8． 寝床に入る時刻が、一番早い日と遅い日で1時間30分以上違いましたか。当てはまる方に′チェックしてください。  

口 はい  □ いいえ  □ 不明  

回はいの場合 → 最大で（  ）時間（  ）分遣った  
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7． 寝床に入ってから、寝つくまでに、平均してどれだけ時間がかかりますか。  

（  ）時間（  ）分  口 不明  

●1時間未満の場合には“（）時間”のところに“0”と記入してください。  

● 例：午後8時30分頃に寝床に入り午後9時頃に寝つく場合 一＞ 0時間30分）  

8． 一晩に平均して何回、日を覚ましますか。  

合計（  ）回  口 不明  

● いったん寝ついた後から、朝しっかり起きるまでの途中の目覚め回数です。  

9． 8の質問でお答えいただいた夜間の目覚めの合計時間はどのくらいですか。  

合計（  ）時間（   ）分  □ 不明  

● 目を覚まさない場合には、「0時間0分」と記入してください。  

10．朝に目覚める平均時刻を教えてください。  

午前（  ）時（  ）分  

● 寝床を離れる時刻ではなく、覚醒する時刻です。  

□ 不明  

11．お昼寝をしますか。  

□ はい  ロ いいえ  □ 不明  

12，11の質問でお答えいただいたお昼寝の合計時間はどのくらいですか。  

合計（  ）時間（   ）分  □ 不明  

● お昼寝をしない場合には、「0時間0分」と記入してください。  

アセスメント票の設問は以上です。タイムスタディデータの分析等において非常に貴重な  
資料となりますので各設問に記入漏れ、誤りがないか再度こ確認ください。  

調査にこ協力いただき誠にありがとうこざいました。  
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（様式9－③）  

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」  

アセスメ ント調査票   

（母子生活支援施設・世帯票）  

＜ご回答の方法＞  

1．ご記入に先立ち、説明資料「アセスメント票の記入要領【世帯票】」を必ず  

お読みください。  

2．本調査票には、2日間タイムスタディ調査の対象となった世帯の状態をご  

記入ください。  

3．「施設ID（英数字5桁）」及び「母子ID（数字3桁）」は、調査対象母  

子一覧表に基づいてご記入ください。  

4．ご不明点につきましては下記のコールセンターで受け付けております。お  

気軽にお問い合わせくださいますようお願い致します。  

5．回答が終わりましたら記載内容をご確認の上、責施設で設定されたスケジ  

ュールに合わせて調査事務局までご返送ください。  

【コールセンター】  

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」調査事務局  

（みずほ情幸闘志研）   

TEL：0120－701－181（受付時間：9時30分～17時00分）   
FAX：03－5281－5443   



アセスメント調査票（世帯票）  

施設ID  （5桁の英数字）  

（3桁の数字   

当該世帯の児童数を入力してください。  

※【夫などからの暴力】家庭内で夫や恋人などからの暴力被害、身体的こ受ける暴力だけでなく、性的成層的こ苦痛をもたらす行為も含む。  

※【児弼父親、観又は双方からの児童虐待（身体的虐待、性的虐待、ネグレクト、心理的薗辞靭。  

※【入所前の家庭環境の不適切】同居人との折乱ヽが諷＼、母子それぞれの友達が出入りして生活の場が失われている等。  

※【母親の心身の不安定】母親が心身の病気のため児童＝対する十分な監護を行えない場合等。  

※【住宅劉闇母子が「紺こ生活するのに適当な住宅が得られない場合等。  

※【経芹封割住居費等の支出を軽訂軋．、稼得能力を増加経せる等の結細胞上を支援する場合等。  

【Q6で5を選択した場合】  
就業の理由   

主たる未就簑の理由を以下の項目から1つだけ選んでください  

1．技術を身につけるため講習・学校等に通って就業準備中  2．乳幼児等の世話がある  

3．疾病がある、若しくは虚弱である  4．精神的■身体的な障害がある  

5．児童に障害・疾病があり介護が必要  6．求職中（条件にあった求人がない等）  

7．就労意欲がない・就労習慣が身についていない  8．その他（  

タイムスタディ調査時点での当該世帯の退所の見込みを以下の項目から1つだけ選  

んでくだきい。  
間7 √退所の見込み  

1．3か月以内に退所見込み  2．1年以内に退所見込み  3．適当な住宅さえあれば退所できる  

4．末子が年齢制限に達するまで退所困難  5．現時点での退所見込みはない   6．その他（  ）  
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【Q7で1■2・3，4を選択した場合】  

当該世帯の退所理由を以下の項目から1つだけ選択してください。複数の項目に該  

当する場合には、主たる理由を選択してください。  

問7－1退所理由  

（退所の見込みがある場合）  

1．経済的自立度が高まったので  

3．子どもの年齢が20歳を超したので  

5．再婚するので  

7．住宅事情が改善したため  

9．その他（具体的に：  

2．日常生活・身辺、精神的自立が高まったので  

4希望退所  

6．復縁するので  

8．母子分離に至ったため  

【Q7で1・2・3・4を選択した場合】  

当該世帯の具体的な退所先（見込み）を以下の項目から1つだけ選択してください  
間7－2 退所先（見込み）  

¢事定しそい冬適所先∵（見込み）  

1．入所時の母子を維持しての  1．公営住宅  乙民間アパート   3．母親の実家  4．親族宅   

退所  5．夫宅（再婚の場合）   6．夫宅（復縁の場合）   7．他の母子生活支援    施設  

8．その他（具体的に：  

d予奉しす←ヰ適所尭（見込み）  

1．公営住宅  2．民間アパート  3．母親の実家  

2．母子分離に至った   
母親  

4．親族宅  5．夫宅（再婚の場合）   6．夫宅（復縁の場合）  

場合の退所  7．その他（具体的に：  ）  

1．他の児童福祉施設  2．父親宅  3．親族宅  4．里親宅  
児童  

5．その他（具体的に：  ）  

問8 情緒・行動上の間遠状況（母親にかかわる事項）  

母親にかかわる情緒一行動上の問題状況の各項目について、現在の母親の状態を【1⊥疑い無し／2．やや疑い有り／  

3．疑い有り／4．確かに問題有り／5判断困難】のいずれかで評価してくださし、。  

1．疑い無し  2．やや疑  

い有り   問題有リ   困難   

1．家事能力の不足、家事への負担感   

（掃除、洗濯、食事作り、栄養管理等健康保持を含む）   
2   3   4   5  

2．生活リズムの乱れ   

（昼夜逆転、極端な夜更かし、不規則な食事等）   
2   3   4   5  

3．計画的な消費など金銭管理   

（借金、多重債務、金銭感覚の欠如等）   
2   3   4   5  

4．書類の理解、作成等識字に関る課題   

（園や学校のプリントを読めない、役所の書類が理解できない等）   
2   3   4   5  

5．言葉、生活文化の違い等による課題   2   3   4   5   

6．生育歴に依拠するもの   

（被虐待歴、親に愛されなかった思い、親への拒否感、望まな   2   3   4   5  

い妊娠・出産、若年での出産等）   

7．慢性疾患や障害   

（日常生活に支障を及ぼす程度の慢性疾患、身体虚弱、   2   3   4   5  

知的障害、身体障害、精神障害等）   

8．不定愁訴など心理面での訴え   

（不眠、偏頭痛等を含む）   
2   3   4   5  

9．依存傾向   
2   3   4   5   

10．自傷行為   

（リストカット、自殺未遂等）   （アルコール・薬物への依存、ギャンブル、買い物依存等）  2   3   4   5  
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1．疑い無し  2やや疑  

い有リ   問題有リ   困難   

‖．摂食障害傾向   

（拒食、過食、異食）   
2   3   4   5  

12．抑うつ傾向   
2   3   4   5   

（継続的な落ち込み、食欲不振、自殺念慮等）   

13．性格上の問題   
2   3   4   5   

（攻撃的、衝動的、共感性の不足、自己中心的、虚言癖等）   

14．精神状態   
2   3   4   5   

（育児ノイローゼ、引きこもり、脅迫的な行動等）   

15．対人コミュニケーション上の問題   

（集団不適応、被害感、思い込みが激しい、対人関係ストレス   2   3   4   5  

等）  

1．疑い無し  2．やや疑  

い有り   問題有リ   困難   
1．子どもへの愛着形成の困難   

（かわいいと思えない、受容できない、無関心等）   
2   3   4   5  

2．育児・養育力（知識）の不足   

（発達の理解不足、離乳食の作り方・入浴のさせ方の無知・事故   2   3   4   5  

が多い等）   

3．虐待傾向   

（虐待及び厳しい体罰、罵声、病院に連れて行かない、健診■   2   3   4   5  

予防接種未受診等）   

4．密着、抱え込み状態   

（子どもの行動束縛、親戚付合いや友達との交流をさせない、   2   3   4   5  

過保護・過干渉等）   

5．価値観の強要   

（子どもより自分の欲求を優先、自分の価値観を押し付ける   2   3   4   5  

等）   

6．母子の逆転   

（子どもへの過度の依存、子どもが母親に命令する等）   
2   3   4   5  

3，所持  
身体障害者手帳   1．所持（1級）  2．所持（2級）  

（3～6級）   

4．未判定  
5．無し   

（申請中）  

1．所持   2．所持   3．所‡寺   
療育手帳（知的障害者福祉手帳）  

4．未判定   
5．無し  

（重度）   （中度）   （軽度）   （申請中）   

精神障害者保健福祉手帳   1．所持（1級）  2．所持（2級）  3．所持（3級）  4，未判定 （申請中）  5．無し   
※療育手帳の障害程度区分は自治附こよって異なりますが、ここでは所手乳′ている場合には「重度、中度、観の3区分とします。r最勤王」区分が存在する   

場合は「重度」に含めてください。  

母親の定期的な医療楼閣への通院の状く5  

てください。  

三ついて、  
問11定期的な通院の状況等  



問12 心理療法の状況  母親の心理療法の状況について、以下の各設問に回答してください。  

1．施設における心理療法の実施有無   1．有リ   2．無し  

2．施設外における心理療法の実施有無   1．有リ   2．無し  

3．心理療法の必要性   1．有リ   2．無し   3．判断困難  

当該世帯のケアニーズはどの程度充足されていると考えますか。現状の職員  

数、施設状況等といったサービス提供体制上の制約がないものとして評価してく  

ださい（あてはまる番号1つに○）。  

問13 ケアニーズの充足状況に  

関する評価  

充足されている  ほとんど充足されている  あまり充足されていない  充足されていない  

2  1  

※問13で2または1を選択した場合にのみお答えください。  

問13－1不足しているケアの   当該世帯にとって不足しているケ の高いものを3つまでお  

肉辱  答えください。  

1．身の回りのケア  

3．学習支援  

5．専門的な心理ケア  

7．自立支援に関するケア（就労、進学、自活等）  

9．関係機関との連携  

2．愛着形成、コミュニケーション  

4．個別指導・面接  

6．専門的な医療ケア  

8．家族再統合に向けてのケアやファミリーソーシャルワーク  

10．その他（  ）  

ような環境が整えは当該世帯のケアニキスに対する  充足度  高めることができるとお考  

ですか。自由に記入してください（例：職員数の増加、職員のスキルアップ、母子分離 等）。  

世帯票の設問は以上です。記入漏れがないか再度こ確認ください。  

調査にご協力いただきありがとうこざいました。  
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（様式10）  

突発事象等調査票   

2日間タイムスタディ調査期間中（平日1日、休日1日）の調査対象児童に関連して、通常の日常的な生活とは  
異なる事態（突発事象等）が生じた場合に、その情報を記録してください。   

突発事象等が発生した場合は、発生tた時刻欄に、以下の「突発事象等の種類」を選び、具体的な内容（どの  
職員がどのような対応をしたか）を記入してください。調査日（24時間）中に該当する事象等の発生がない場合  
は、児童IDの記入のみで結構です。   

本調査票は、調査対象児童1名につき1枚（平日1日分と休日1日分）の調査票です。   

【突発事象等の種類】  

A：急病  急な発熱、嘔吐、脱水、痛み（頭痛・腹痛等）、下痢、体調不良など  

B：事故  転倒・転落等による損傷、やけど、交通事故による受傷など  

C：トラブル（本人）   喧嘩、暴力（対子ども）、暴力（対職員）、パニック、反社会的行動、無断外出、その他不適応行動など  

D：トラブル（保護者） 苦情の電話、苦情の面接、対職員暴力、強引な引取り要求など  

児童名前：  提出の際は、児童氏名をマジック等で黒く塗りつぶしてください。  

調査日：  月  日   調査日：  月  日  

調査開始か ら終了まで  時刻の記入  

の経過時間   （1時間単位）  種類  具体的な内容を記入  、種類  具体的な内容を記入   
時  

慧0時間  

1時間   時  

：－ ニ＝＝   時  

3時間   時  

4時間   時  

5時間   時  

6時間   時  

7嘩由   時  

弓時間   時  

9藤間   時  

10時   時  

11時間   時  

12藤間   時  

13藤間   時  

14時間   時  

†5睦間   時  

16時間   時  

1了時間   時  

18時間   時  

19時間   時  

20時蘭   時  

21庵間   時  

2時間   時  



28間タイムスタ零イ調査票（他計式）  
（／ 枚日）  （様式11）  

佗目1U：  職目氏も 調査日：平成  年   月   日（平日／伏日、   

業務   ●   

確  
ケア  ケア  ケア  ケア  ケア   

業務内容   コード  
調査対象の児童  担感   

認   
時分  

2   児童ID番号  
人  

数   
：00  

01  

02  

u 【  

岳  

l 二03                                            ：04 H      u            u  H  

u 【  

』 n  
08  

肌椚」   
09  

ヒ   

10  n  】‾  

12  H  ”  

l  

：13  
一肌＋  

：14  

【＝15                                          ：16   

十：17  H  

18  

：19   
∃  

20  ト  u  

：21  

22  

：23  

24  

：25  

：26  

27  「  

2 ：28   

29  

負担感（身体・精神）：0＝ない1＝少し 2＝重い  
u  



78聞タイムスタ零イ調査票（自計式）   

職眉ID：  

（／ 枚目）  （様式12）  

年  月  日（ 日目／7日間  

ケア  
確 認  業務 時刻  業務内容  コー  

2   
人  

時分  
児童ID番号  

数   

30  

31  ⊥  
32  し  

33 

34  】  n   u  

35  

il  36  

37  

：38  

‖  H  
39  

′▼  

40   1   r  

41  

42  n u  】  

43  

44  

45  

46  
芦  

：47  

ミ：48  

49  

50  

51  

声  52  】  

53  

54  】  【  

：55  

56  

57  

58  

：59  

負担感（身体・精神）：0＝ない1＝少し 2＝重い   



（様式13）  施設概況調査票  

貴施設における「Ⅰ．入所児童の状況」、「Ⅱ．職員の状況」、「Ⅲ、施設の運営状況」、「Ⅳ．各舎の状況」について記入してください。  

施設ID；  

l．入所児童の状況   

【1．児童の状況】  

入所定員数（平成21年2月1日時点）  平成19年度入所児童数  

在籍児童数（平成21年2月1日時点）  平成19年度退所児童数  

【2．性別・年齢別の在籍児童数】（平成21年2月1日時点）  

0歳  1歳  2歳  3歳   ；4歳～6歳  ；7歳～12歳  13歳～15歳  ；16歳～18歳  19歳以上   計   

男性   人   人   人   人   人   人   人   人   人   人   

女性   人   人   人   人   人   人   人   人   人   人   

計   人   人   人   人   人   人   人   人   人   人   

【3．加算の算定状況】（平成21年2月1日時点）  

病虚弱児等児童加算（乳児院のみ）   人   

特別生活指導費加算（母子生活支援施設のふ）   世帯   

その他加算（名称：  ）   人  

※その他加算には、都道府県・市区町村で個別に設けている加算の名称および該当児童数を記入ください   

【4．平均入所期間】（平成21年2月1日時点）  

平均児童入所期間  

※算出方法  

平均児童入所期間＝  
全在籍児童の合計入所期間（月単位）  

全在籍児童数  

1／4   



ll．職員の状況  

【1．職名別・勤務経賦年数別の職員数（常勤職員）】（平成21年2月1日時点）   

職名  
痕壷福祉施設での勤務経醸年数励め常勤職員数        及び常勤職眉の勤務経験平均年数  

頒置衰¢≡民       由埠穀絵牟専攻善章亘軍寮となる鹿早申勤続年数ゐ筆革！＝準ずる）  

（施設の最低基準等に規定され  ている職名）                                                 1年未滴  1年～3   台車～＝6年未満  6  亘～1 1痍  紬車γ†5年  
計   平均年数  

（少数第1位まで）  

施設長   芽≡：‡ 棄  答    二しラ云≡‡   人   

児童指導員   人  人  人  人  年   

保育士   人  人  人  人  年   

個別対応職員   人  人  人  人  年   

家庭支援専門相談鼻   人  人  人  人  年   

心理療法担当職員   人  人  人  人  年   

職業指導員  人  人  人  人  年   

自立支援指導員   人  人  人  人  年   

看護師   人  人  人  人  年   

医師  灘            ≒・．＝．梁撃ガ⊇≡＝≒＝・；≡；孝、   〉モi1 、≡＝さ≒‡：＝童浣1    ＼電労 ・うくれ   ：：：ン二＝ ：く宍－【・「  十 跳  人  

人  

事務職員  人  

その他職員  
悪 妻昼さ 竺；芸さ≠      ブ狩 
≒しトン”プ ＝￥ゴ「ゝ■rニ1えケ哺           ㌻藩㍊ヒ   人  

【2．職名別・勤務経験年数別の職員数（非常勤職員）】（平成21年2月1日時点）   

名  臆壷福祉施設セゐ勤務経          鹸年数芳  醸非常勤職鼻数及び非常勤職    食め勤務   経顔中均年数  
勝置衰め早聞埠鼓舞享筆     頓寮費中寿象ざ写る時貞申勤続年鱒め算定に準ずる）  

平均年数  
（施設の最低基準等に規定され  ている職名）                                                             1年     年奉   3毎ヶ6年奉    ¢年～叩年末 ＝満⊆＝二  巴     20車γ壷5年東： ＝落二1  25年以上  

（少数第1位まで）  

児童指導鼻  人  人  人  人  年   

保育士  人  人  人  人  年   

個別対応職員  人  人   人  人  年   

家庭支援専門相談員  人  人   人  人  年   

心理療法担当職員  人       人  人    人  年   

職業指導員  人  人   人  人  年   

自立支援指導員  人  人   人  人  年   

看護師  

医師  

栄養士   

調理員  

事務職旦  萎挙野  カ 嵩  都 真  ∴  蓑  人  

その他職員  人  
烹＝＝＝〉撞ゝこ路＝＝ゝ㌫＝‡＝＝   べ戚  

2／4   



‖．施設の運営状況   

【1．収支の状況】 ※児音養護施設経理区分の平成19年度決算事業活動収支計算書に基づいて記入してください。  

事業活動収支【収入】  事業活動収支【支出】   

措置費収入  千円  人件費支出   千円   

運営費収入  千円  事務費支出   千円   

経常経費補助金収入  千円  事業費支出   千円   

寄付金収入  千円  減価償却費   千円   

雑収入  千円  引当金繰入   千円   

国庫補助金等年  積立金取崩鮫（事業）   

事業活動収入計  千円  事業活動支出計   千円   

【2．日常業務の分担・外注状況】（平成21年2即日時点）  

下記の日常業務のうち、業務を主に請け負っている者について、下記の番号から当てはまるものをすべて選び、記入してください。  

1：直接ケア職員 2：事務職員（含施設長）3：専任職員（調理員等） 4：児童 5：ボランティア 6：外注業者 7：その他  

調査対象ユニウト等①  調査対象ユニット等②  調査対象ユニット  等②  
施設全体  

（名称：  ）   （名称：  ）   （名称：   

調理  調理  調理  調理  

配膳  配膳  配膳  配膳  

下膳  下膳  下膳  

食器洗い  食器洗い  食器洗い  食器洗い  

洗濯（児童の洋服等）；  洗濯（児童  曙濯（児童  津濯（児童の洋服等）  

洗濯（リネシ  洗濯（リネン等）  洗濯（リネン  洗濯（リネン  

洗濯物整理  洗濯物整理  洗濯物整理  洗濯物整理・配付  

掃除（共用口  掃除（共用口  掃除（共用R  掃除（共用部分）  

掃除（居室口  掃除（居室ロ  掃除（居室口  掃除（居室部分）  

学習指導  学習指垂  学習指導  学習指導  

夜間警備  

［7その他］を選んだ場合の内容  

3／4   



lV．各舎の状況 （平成21年2月1日時点）   

保有するすべてのユニット等について、ユニット等名称、対象有無、定員数、在籍児童数、所属児童の特徴、ケア形態、職員配置数、夜間配置人数、主観的ケア負担度を記入してください。  



（資料1）  

業務分類コード表（ケアコード表）目 次   

大分類  中分類  ページ   

口  身の回りの世話（日常生活の支援）   口  起床・就寝   1／6  

2  入浴・清潔・整容・更衣   1／6～2／6  

3  排泄   2／6  

4  食事・栄養   2／6  

5  送迎   2／6～3／6  

6  移動・体位■変換等   3／6  

7  家事的業務（洗濯・掃除等）   3／6  

8  集会・遊び・学習   3／6   

2  愛着関連・コミュニケーション   口  愛着関連   3／6  

コミュニケーション（訴え・助言・注意等含む会 話 
2   、その他コミュニケーション）   

3  行事等の支援   口  行事   4／6   

4  入所・退所支援   口  入所・退所   4／6  

2  慣らし保育   4／6   

5  指導・相談、自立支援   口  指導・相談   4／6  

2  自立支援   4／6  

3  退所児童の支援（アフターケア）   4／6   

6  保健・医療的業務   口  保健・医療的業務   4／6～5／6   

7  家族や施設外資源との関係   口  家族との連絡・指導・相談   5／6  

2  家族からの苦情・クレーム   5／6  

3  外部資源との連絡   5／6   

8  母親の支援   口  入所・退所、一時保護   5／6  

2  生活支援   5／6～6／6  

3  指導・相談   6／6  

4  自立支援   6／6   

9  児童に直接関わらない業務   口  児童に関すること   6／6  

2  職員自身又は施設全般に関すること   6／6  



業務分類コード表（ケアコード表）  

大分類   申分頬  小分類  細分類   〕－ト●   

己 の声かけ起床の促し（児童一人ひとりに声をかけ 起床を促す）  ＝11  遠 
・  1112  

己  ゴこ〉くをこl   1113  
1113 

け吉の支   照明点灯、 ＿ 
≡援）  

1   

蔀雇石蕗蔭、ごみ捨て、片付け  1115  
布団の整理、布団をたたむ   1116  

L  

1‖7       汚れているシーツ等の交換、洗濯場に運ぶ  

l  

○  

】  

起床の見守り（各児童の起床、着替え、布団の片付け、掃除などの見守り）、布団  1119  

】 岳  

の整理の確認、起床時の児童人数些確認（点呼）   
起床時の体調確認（健康チェック）丁夜尿確認  1120   

2  就寝の援助（就寝中、午  就寝・午睡の声かけ、消灯の声かけ、就寝・午睡の促し、夜昼児童○里夏型吐L  1121  

】  
睦含む）   就寝用音楽を流す   1122  

窓を閉める、戸締り等  1123  
室温調整   1」些  

リ旦  礪灯、カーテンを閉める等  
部屋の片付け   1126  

○  

かける  
就寝準備の見守り・確認（部屋の片付け、着替え、布団を敷く等の見守り、戸締り  1128  
の確認）、就寝時の児童人数の確認（点呼）  
就寝時・午睡時の添い寝  R盲訂  

深夜（就寝中）の居室見回り・巡回・観察  1130  

2  入浴・清  洗面の声かけ・促し   1211  
潔・整容・  洗面所までの誘導   121す 
更衣  洗面動作の指示、指導   1213  

洗面一部援助   1214  

洗面全面援助   1215  

必要物品準備   1216  

使用物品の後始末   1217  

洗面の見守り、確認   1218  

2  口腔の清潔   歯磨き・うがいの声かけ・促し   1221  

歯磨きの援助（歯磨きの仕上げ）   1222  

うがいの援助   1223  

必要物品準備   1224  

使用物品の後始末   1225  

歯磨き・うがいの見守り、確認   1226  

3  体の清潔   体を拭く（部分）   1231  

体を拭く（全身）   1232  

手指浴・足浴、排泄後の手洗い   1233  

陰部洗浄、肛門洗浄   1234  

乾布で体を拭く   12訂  

必要物品準備、生理用品の補充   1236  

使用物品の後始末、生理用品の後始末   1237  

体の清潔の見守り、確認   1238  

4  洗髪   洗髪一部援助   1241  

洗髪全面援助   1242  

必要物品準備   1243  

使用物品の後始末   1244  
洗髪の見守り、確認   1245  

整容   結髪・整髪（準備・後始末含む、頭髪のトうイヤー乾燥含む）   （⊃  

散髪（準備・後始末含む）   1252  

爪切り（準備・後始末含む）   1253  

保湿クリームを塗る、日焼け止めクリームを塗る   1254  

耳掃除（準備・後始末含む）   1255  

l  

整容の見守り、確認   1256  

6着替え  着替えの声かけ、促し   週61  

衣服等の準備（靴下、靴含む）、季節にあった衣類の準備（衣替え）、行画王高言  1262  
た衣類の準備、翌日の衣類の準備、入浴後の衣類の準備、入浴者にタオルを配  
る、入浴者の衣類を洗濯物入れに運ぶ  
着替えの見守り   1263  

着替えの一部援助（靴〒商う㌻トレイ援助中の衣服の着脱  1呈卑生  
着替えの全面援助（靴下、靴含む）   

l  

衣服を整える  1266  
身だしなみの指導、服のコーディネイトの助言・指導  」ヱ墜  
下着の汚れのチェック   1268  

7  弓沐浴  

必要物品準備   1271  

1  

部屋の温度調整  1272  衣服の着脱  1273  沐浴の援助  1274   
ゝ  】  使用物品の後始末   1275  

8入浴  入浴の声かけ、促し  1281  
’、重準備   1282  

浴槽への誘導   1283  

○   

助  
洗身一部援助、入浴後のタオルでの身体拭き  ！，！旦旦  
．〈ゝ   詩  12些6  

遜室財．監視ゝ見守竺   て由子   

1／6   



業績分類コード表（ケアコード表）  

大分類   中分類  小分類  細分類   コートー   
入浴垂冬ヱ旦声オ三上土   1288  

弓  
身軽些星賞チ三ZZ一   了盃百  
甚身些確塾 1亘百計  

入浴指導、入浴マナーの指導、洗髪の仕方の指導、洗身の仕方を教える、浴童  1291  
凸で馳遺草  
シャワー ≠船の温度調 水立・残留塩素のチェック  1292  

浴亘整面画面宿あ清蘇二廃浄など）風呂場・洗面道真専有片荷け   1293  
ト  石高新京二行二面烹軒 1294  

排泄   皿 ”  車椅子から便器・便座への移動援助   1311  
ニミッドむら単二タブ∠吐イヒつ聖経嚢援助  ユ旦12  

ポータブルトイレからベッドへの移乗援助   1313  
面蔚碩座から、車面子三の移乗援助、衰稿享弄ら東ニタラ1［F才レニニ石蕗棄窟  

助   
2≧ 】  塑巨象誘単二声か揖排尿ダガ足し）、就擾前1垂主医後1食事煎等に排埋を壁ヰ  1321  

排尿動作援助   1322  

疎哀面両 1323  
排尿後の後始末、失禁の対応   て吾妻盲   

l   

京ニタブルトイレ（おまる等）の準備・後始末   132盲 

必要物品準備   1326  

【  
排泄頻度の確認、夜尿のチェック、排尿記録   1327  
排尿の指導、トイレの使い方指導   1388  

排便   廼尿誘導・声かけ（型巨昼型促し）、艶壁前・起昼数食事前等に排泄を促す  1331  
排便動作援助   1332  

排便時の見守亘「   1333   
摘便の準備・毎夜東京 1334  

浣腸の準備二室施・後始末   1335  

必要物品準備   1336  

排便後の始末、失便の対応   133了  

ポータブルトイレ（おまる等）の準備■後始末   1338  
排便のチェック（下痢、病児の便の確認など）、排便記録   1339  
排便の指導、トイレの使い方指導   1340  

【  
4  おむつの準傭   1341  

1342  
おむつ点検   1343  

おむつの後始末   1344  

【 ∈  4  食事●栄養  

おむつ除去、装着  

1411  
【  

（朝昼夕）   食事の準備（配膳、台拭き、コツラ丁云衰の用意、エプロン、手拭タオルなど）   1412  芸 一重＝託 ≡  1413  
食事の一部援助   1414  
奄天物を口にもっていって食べさせる（全面援助）   1415  

食事の後始末、〒面   1416  

蚕奉画面豆あ蕗蕗 1417  
奄香寺テニ斬衰亡福音】▲一一一 1418  

おやつ（食間食等）  おやつの準備（エプロン、手拭タオルなど）   1421   鵬】一一‾W‾¶′刑‾】   

蚕二碗古i三も二；そCちモ蚕こさき青首両頭画う 

1  

二面豪画   1423  

おやつ中の見守す   ▼【【【▼■「▼   1424  
衝百哀   1425  

l  3  水分補給等   飲み物の用意・準備（飲み物、コップ、ストロー等）   1431  
面砺あ頭取援助（摂取後の手指・顔清拭含む）   1432  
飲み物の摂取量の記録・確認   1433  

ミルク・離乳食等   ミルク準備   ■ 1441  

訪廟芥蛎て疫軋復あ折衷育転）   1442  

ミルクの後始末、片付け   1443  
∃  離乳食等準備   

、‾‾… 

‾‾一】h〉▼1■「′【▼▼r′「【【 1444  
1444 

】  面軋蚕専函南芥面 
離乳食等の後始末、芹両市 1446  
ミノ［テ画面毎万声かけ   1石抒  

ミフレグ頂臣軒衰摂取量の記録・確認   †初訂  

5  調理（食事、おやつ等）  食事を作る（静養児の食事作り、土日の昼食作り、弁当作り、夜食作り等を含む）  1451  

r   

n    ‖  頂壷あ南画’（青首二云やつ、夜食等）の援助   1452  

6  食器洗浄・食器の片づ  食器洗浄・食器の片づけの援助、食器洗浄機・食器乾燥機の使用  1461  
け  食器洗浄・食器の片づけの見守り等   1462  

送迎   ロ  登下校   登校（園）の声かけ、促し   1511  

登校（園）時の点呼   1512  

通学路順路指導   1513  
1514       忘れ物、持ち物（帽子、名札、体操服、給食エプロン、ハンカチ、ナプキン、ティツ  
シュ等）の確認  

服装の確認   1515  
下校（園）の確認   1516  

登下校（園）の付き添い、見送り   1517  

連絡帳確認（宿題チェック表に宿題を記入し把握）   指摘  
外出・外泊   外出・外泊準備の見守り   1521  

外出・外泊指導   1522  

外出の付き添い、買い物の付き添い   1523  

外出先からの帰りの確認、門限時の人数確認   了盲亨㌃  
3  送迎（移送サービス）  クラブ（サッカー・ソフトパスケ・柔道）等の送迎開始   1531  

クラブ（サッカー・ソフトパスケ・柔遭）筆の送迎終了  

1／6   



業務分類コード表（ケアコード表）  将  

大分類  中分類  小分類  細分類   コート   

u  

1533  送迎中の車の運転  
1534  2ラブの試合等の引率・応援又は付き添ヒ1星宣塑」仙】．＿＿ふ▼▼＿【＿  

豊翼型○の送迎開始   1535  一一一一】▲▲▼▼▼▼－‖■‾‾‾‾‾▲   

学習塾さ垂蓮垂直王二二二二二二  1536   

【  

アルバイトの送迎開始   1537   
】  】  ア房行あ送迎終了   1538  

l  

6  移動・体位  ロ  敷地内の移動（浴室内・  歩行による移動の見守り（移動している様子を見守る）  1611   
l  変換等  脱衣所、トイレ内を除く）  歩行による移動介助（一緒に移動する）   1百行  

過去る、抱き王げる、背負っての移動  1613  
車椅子・歩行器等による移動の見守り  1614  
車椅子・歩行器等l三ま盲斬荊訂 1615  
移動の声かけ、誘いかけ、働きかけ  1616  

2  起居の援助・体位変換  起居の援助（身体を起こす、ささえる、寝かせる）   1621  
体位変換一部支援  1622  

体位変換全真壁   1623  

体位変換時の見守り等   1624  
家事的業  洗濯物を集める、洗濯室に持っていく   1711  
務（洗濯・   洗濯機（乾燥機含む）の準備・操作・稼働状況の確認∴事入れ  1712  
掃除等）  洗濯物を手洗いする、シーツ・毛布を洗う、靴を洗う  1了13  

洗濯物を干す、取り入れる  1714  
洗濯物をたたむ、洗濯物の整理、アイロンがけ  1715  
居室への配布など   1716  
洗濯の指導   1717  

2  掃除   窓の開閉、居室の換気、温度・湿度調節、採光など調整、ライトやテレビのオン・  1721  
オフ  

カーテンの開閉   1722  
1723  

づけ、家具等を移動させる  
児童の掃除指導  1724  
トイレ・玄関・下駄箱・風呂場・廊下・階段・洗面所、洗濯場、食堂等共有スペース  1725  
の掃除の見守り  
施設の外の掃除   1726  
ベッド柵つけはずし   1727  

3  物品管理   衣服、日用品整理、入れ替え、不要物品の整理、ロッカー・タンス等の整理・整  1731  
頓、冷蔵庫の整理・管理等  
個人の持ち物への名前付け（日用品、衣服など）   1732  
衣服の修理、繕い  1733  
金銭管理援助、小遣いの管理援助、領収書の保管・管理等   1734  
必要な食材・日用品・物品等の確認  1735  

4  買い物   食材・日用品等の買い物、買出し   1741  
その他の買い物   1742  

8  集会・遊  集会・朝礼の声かけ   1811  
び・学習   朝礼・集会に参加中の見守り  1812  

2  遊び   遊びの声かけ、促し   1821_ 

遊びの見守り（一緒に遊びながら見守るを含む）  1822  
遊びの準備  ‘■一】▲   1823  
室内・園庭・公園での遊びを指導・実施させる、遊びの語育て藩真あ篠亡く芳二   1824  
ルールの指導、安全指導、片付け）  
テレビ・ビデオ鑑賞、音楽鑑賞、漫画・読書の付き添い  1825  
ゲームの付き添い（一緒にゲームをするを含む）  1826  

1827  
るような声掛け、会話を楽しむ）  
日光浴・外気浴の準備・実施・後片付け  1828  
遊具・おもちや等の後始末・片付け  1829  

3  学習   学習の声かけ、促し   1831  
自主学習の見守り  1832  
学習準備（ノートや鉛筆、教材など必要物品の準備）  1833  
学習指導、宿題指導、受験指導、進学のための補習学習指導  1834  
学習プリントの作成、回答結果の添削   1835  
学習教材などの片付け   1836  

】  4  習い事・クラブ活動  習い事（ピアノ等）の指導   1841  
クラブ活動の指導（野球・サッカーなど）   1842  
調理実習（調理指導）   1843  

9  その他  n  その他の見守り   その他の見守り（日常生活の見守り・見回り）   1911  
ヱ芝草＝ゼなどのスキンシップをとる   2111  

‾‾‾‾‾〉一‘－′‾‾一一】   

連・コミュ  抱っこ、ひ罰三あ青石ご恵方ぶする（移動目的を砕石亮ホr  2＝2  
∠盟 2113  一【【▼＿川＿＿＿【  愛着関  ロ  愛着関連  

】   

背中を軽くたたく、さする   2114  

2  その他愛着関連   歌を歌って聞かせ冬【▼Ⅳ【＿＿ 】     2121  
その他愛着関連   う了ラき  

コミュニ   
1挨拶●日常会話  定時の挨拶、声かけ  2211  

2212  至高㌻薙談する（個人二面薮天薮二 
今日一日の出来事を聞く（就寝時に布団に入って児童の話を聞く、入浴中に児  2213  

【 n  童の話を聞くこと等を含む）、本人の予定を聞く（食事中に児童の話を聞く等を含  
含む会話、  む）  

その他コ   

愚生活指導（助言催意   心理的支援（励まし、慰め等、夜泣ぎ石戸こ方面石膏大藩車高己、理的支援を育 むL ル＿▼．▼＿▼【、．‖＿▲」．＿【＿ 】 ＿＿】一一   
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業務分頬コード表（ケアコード表）  

大分類  中分類  小分類  細分類   コート■  
日常生活（登下校、食事、排泄、入浴、健康管理等）に関する本人への助言・注  2223  
意・指示等  

田  コミュニケーションの援助  本の朗読、絵本・紙芝居・本の読み聞かせ（就寝前の読み聞かせ含む）、手紙の  2231  

代筆  

享乗車廷室∴一一        昼亘空位狂し会重野旗助 
2232  

＿．…＿‖【   
2233  

新聞、手紙、雑誌等の配布  2234  
電話の取次ぎ   

2235        食事や集合の時間を伝達するために放送をかける  2236   
3j行事等の   1】行事  ロ  卜施設行事   施設行事（誕生会・クリスマスパーティ・遠足、防災訓練・避難訓練等）の計画・準  3＝1  

支援  凰．行事重畳L写真遡堅製昼艶姿製作成  

”  j主事塞塾些製数個患廻1 須jオ  
＿＿一＿．  

行事の後始末   3113  

r  

飾りつけ、展示など   3‖4  

2  施設外行事   施設外行事（地域子ども会・町内子供祭り等）の計画・準備、行事記録、写真・資  3121  

料整理、広報資料作成  
施設外行事実施の援助 働きかけ   うj乏皇t■  

庵蜃芥行事あ複始末   3123   

4  、入所・退  ロ  入所・退所  ロ  入所   
ト  

奥所壬経き塊茎塑性盛⊥園昼麹園二二空運綺）   4111  
〉所支援  

”  

入所オリエンテーション   4112  

居室の掃除及び備品の準備、ベット布団の準備  旦113  
衣類・名札付けなどの準備  4114  

2  退所   持ち物の整理   4121  
4122  星空の掃除  

退所手続きの支援   4123  

2  慣らし保育  ロ  慣らし保育  埋らし保育先との連絡・相談・調整   4211  

慣らし保育の計画・準備   4212  
砺了す  慣らし保育先への送迎  ▼，¶¶ゝ1‾‾▲－、▲ん】   

宿らし保育に関する児童への指導・相喜㌃   4214  

指導・相  凹  
1  

u   導・相談）  学習、学業の指導・相談   ■‾ 訴1す  
u  げんホ高仲裁・指導、危険行為・暴力行為、非行行為ニあ福音二パニックに対す  5114  

る対応  
日記整導⊥至紙書き指導、おたより・アルバム作成指導  5115  
その他の指導・相談（個人面接）   5116  

2  専門的な心理指導・相  心理療法担当者（常勤・非常勤）による心理指導・相談（被虐待、いじめ、性的暴  5121  

力の   々 家族 法・団療法  
亘垂療法担当者（常勤・非常勤）との連絡・蘭画哀訴目談  5122  
心理療法担当職員による行動観察   5123  
垂動観察に関る解釈と直五重垂直商宮森  5124  
塵壁検査（知能検査、発達検査、人格検査、その他の検査）に関る計画・準備  5125  
心理検査（知能検査、発達検査、人格顔面： 
心理検査（知能検査、発達検査、人格検査、その他の検査）に関わる解釈（考秦荘  5127  
記録  

3  専門的な栄養指導・相  

等）   

青垣葉音壬尊王の連絡・調整及び相談  5132  
4  機能訓練（居室等での  機能訓練（理学療法）の準備、言葉による働きかけ、実施、評価、デモンストレー  5141  

機能訓練含む）   シ享と、見守り、使用物品の後始末  
51面                 機能新顔て存稟療法）の準備、言葉による働きかけ、実施、評面ごデ妄シ天扁＝二  
ション、見守り、使用物品の後始末  
機能訓練（言語・聴覚療法）の準備、言葉による働きかけ、実施、評価、デモンス  5143  

トヒニニ之∃∠上▼旦室生」重用物品の後始末  
機能訓練に関する連絡・調整及び相談  
選挙指導・相談、面談   

5144  
自立支援  ロ  進学支援  5211  

‾’▼W－－】」一‾」   

進学に係わる事務手続きの支援・相談、進学に雨音る席画板衰   5212  

蓮華東あ亨校訪問   5213  
学校の進学担当者（直径画面y季夏あ藩落こ痴要一 5214  

2  就労支援   就労・就職に関する指導・相談、面談   5221  「【   
就阻；係わる事務享宗吾あ安藤・相談、就職に関する1音頭面嚢   5222  
亘麺㌻画菓実習先の訪問   5223  
学校の就職担当者との連絡、調垂【【▼一’1   5224  

3  作業指導・職業指導等  清掃・園芸・陶芸・木工作業など  5231  
胆堕垂三屋僅差・酪農作業など   5232  
その他作業面軒廟要衝斬諺   一再云  

3  退所児童の  退所児童二空運塵凰享堕葦1ゝ退所児童からの連絡対応  5311  

退所児童の自宅訪問・鹿労先訪問  5312  
支援（アフター  1ト 退所児童の来所、面会、相談・指導   5313  

その他退所児童に対する支援   5314  
保健・医  ロ  保健・医療  ロ  薬剤の使用（経口薬、坐  与薬の声かけ   6111  

6112  薬、注射等）  処方箋と処方薬の照合、薬の区分け、与薬準備  
衰妄配付、庭石車重あ衰窟二面藷二気管支痘雇テニブ棄∂頭首行∵薩藷こ碩哀芥   

些し監過；菓を注入する…」．、．．－．▲＿一…＿、．▲．  
坐薬の挿入  前行  

服薬の見守り、自己注射の見守り   6115  
皮膚治療・保護（裾創、外科創などの処置・包交、軟膏塗布、薬浴、皮膚のケア  6116  
の準備・実施・後始末、軟膏を混ぜる、浸出量の測定、入浴後、皮膚ケアのクリー  
ヰを塗る）  

○
 
 

◆
 
 
◆
 
 
◆
 
 
◆
 
 

○
 
 
 
◆
◆
◆
◆
◆
 
 



業病分類コード表（ケアコード表）  

大分矧  中分類  小分類  細分類   コヰ◆   
薬品管理   l  

≧ 【  

観察・測定   児童の全身観察、体調観察  6121   
○  

ト  
ト  測定  

r  

旦1呈旦   板宿て頑尿・検便等）空鎧堅．▲‖＿＿▲】一  【  「＿【＿＿．．．＿＿＿膚▼＿…＿．，＿】＿   
身衰て体重・胸囲等あ測定   6124  

その他の観察・測定   6125   

l  

常勤看護師との連絡・調整及び相談   6126  
保健医療に関る記録   6127  

l  

3症状への対応  病児の看護   6131  

怪我等の応急手当（日常の軽度の擦り傷や切り傷、打撲等の処置）   6132  
－   嘔吐に関するケア、使用物品の準備・後始末  ◆  

H l  

診察   施設内医師の診察   6141▼  

畜泰石芥画確葡：後始末  6142  

5  感染予防   手洗い・うがいの指導   6151  

手洗い、うがい、消毒蔽あ奏換   ○  

使用物品の消毒、鼻汁吸引器・吸引器・は乳瓶・乳首の消毒、尿収器・便器・  6153  
ポータブルトイレの消毒  

6  吸引・吸入   吸引の準備・実施・後始末   ◆  

頑入療法・ネブライザーの準備・実施・後始末   ◆  

酸素吸入の準備・実施・後始末（テント法・経鼻カテーテル法・マスク法）   ◆  

◆  

ケア   等、目やにを拭き取る、疾病による鼻水拭き  
耳鼻科処置介助の準備・処置介助・後始末   ◆  

7  家族や施  電話連絡   7111  
設外資源  自宅訪問   7112  

との関係   面会・来園（職員の立会い含む）   7113  

宿泊対応   7114  

2  主たる養育者又は家族  7121  

（実母・実父を除く）   自宅訪問   了122  

面会・来所（職員の立会い含む）   7123  

宿泊対応   7124  

2  家族からの  電話連絡   7211  

苦情・ク  面会・来園   7212  

レーム   自宅訪問   7213  

2  主たる養育者又は家族  7221  

（実母・実父を除く）   7222  

自宅訪問   7223  

3  外部資源と  ○  

の連絡  所含む）   児童相談所（一時保護所含む）の来所対応   ○  

児童相談所（一時保護所含む）への訪問   （⊃  

2  福祉事務所   福祉事務所との連絡   ○  

福祉事務所の来所対応   7322  

福祉事務所への訪問   7323  

3  女性相談所・婦人相談  ○  

所   女性相談所・婦人相談所の来所対応   7332  

女性相談所・婦人相談所への訪問   7333  

4  学校（幼稚園、保育園等  7341  

含む）同じ敷地内の場  7342  

合も含む   家庭訪問の対応   了343  

入学（園）式、卒業（園）式への出席   7344  

PTA活動への参加   了345  

進学先の学校訪問   7346  

5  医療機関   医師との連絡（嘱託医）、情報交換   7351  

入院・通院の準備（診察券、保険証など）   7352  

通院の付き添い、予防注射摂取の付き添い   7353  

入院の付き添い   7354  

定期健診の援助   7355  

カウンセリングの受付、受診援助   7356  

医療機関からの処方箋、薬剤の受け取り   ◆  

薬局への処方箋の提出、薬局からの薬剤の受け取り   ◆   

6  警察署   管轄の警察官との連絡、調整、情報収集   7361  

児童の引き取り   了362  

石▽被害者等の緊急受け入れ   ！塑3  

保護命令聞き取りへの同行及び送迎   7364  

7家庭捌所  調停・裁判の日程調整、連絡、情報収集  7371  
調停・裁判への同行、調停・裁判での代弁   7372  

8iその他  上記以外の施設外資源との連絡、対応（子ども家庭支援センター、保健所、障害  7381  
者生活支援センター、少年院、アルバイト先、学習塾、その他地域活動（子育て  

奏 相談、子供会やPTA）等）  
との連絡は含まない）  

‖   警察等からの情報を受ける  jjJ」＿  
受け入れ準備（布団■部屋の準備等）  8112  n 臣所、一時保 し護  緊急一時保護者の受け入れを行う  8113  
芥蔀からの緊急時の電話相談に応じる  8114  
二蒔画房復古生活の相談   8115  ■‾‾  
東京＝時貸付金の説明、生活資金の貸付  岳††6  
緊恵一時保護後について役所担当者と情報交換   8117  

2i入所  入所手続きの支援（書類作成、関係機関への連絡）  

〔
F
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業病分類コード表（ケアコード表）  

大分類  申分頬  小分類  細分類   コ＋ト■  

食事・休憩（職員自身の食事、休憩、トイレ、喫煙等）   9264  
私用（電話、外出、職員同士の私的会話・連絡事項、職員画主わ蔭疹等）  9265   
調査説明会以後の修正内容（平成21年1月24日以後）   

○：項目の内容の加筆・修正  

◆：項目の新規追加  
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資料3－1  

平成19年度 社会的養護施設に関する実態調査 追加クロス集計  

日次   

Ⅰ．乳児院  

1．【乳児院】家庭支援専門相談員の配置有無による児童の状況  

2．【乳児院】心理療法担当職員の配置有無による児童の状況  

3．【乳児院】被虐待児童の状況  

4．【乳児院】都道府県別施設数、児童数及びケアの形態の状況  

5．【乳児院】退所理由の傾向  

6．【乳児院】情緒・行動上の問題状況の階層別施設数  

7．【乳児院】職員の平均勤務経験年数の階層別施設数  0
 
■
1
 
 

3
 
 
3
 
 8．☆【乳児院】長期入所児童及び年長児童の状況  

※☆印 乳児院のみ分析しているもの  

Ⅰ．児童養護施設  

1．【児童養護施設】  

2，【児童養護施設】  

3．【児童養護施設】  

4．【児童養護施設】  

5．★【児童養護施設】  

6．【児童養護施設】  

7．★【児童養護施設】  

家庭支援専門相談員の有無による児童の状況  7
 
1
 
5
 
6
 
0
 
3
 
8
 
 

4
 
5
 
5
 
5
 
8
 
9
 
9
 
 

心理療法担当職員の配置有無による児童の状況  

被虐待児童の状況  

都道府県別施設数、児童数及びケアの形態の状況  

退所理由の傾向  

情緒・行動上の問題状況の階層別施設数  

職員の平均勤務経験年数の階層別施設数  

※★印 児童養護施設のみ都道府県別等詳細に分析しているもの  

Ⅲ．情緒障害児短期治療施設  

1．【情緒障害児短期治療施設】  

2．【情緒障害児短期治療施設】  

3．【情緒障害児短期治療施設】  

4．【情緒障害児短期治療施設】  

5．【情緒障害児短期治療施設】  

6．【情緒障害児短期治療施設】  

家庭支援専門相談員の有無による児童の状況‥．     …109  

被虐待児童の状況  

都道府県別施設数、児童数及びケアの形態の状況………………．114  

退所理由の傾向  

情緒・行動上の問題状況の階層別施設数  

職員の平均勤務経験年数の階層別施設数  

Ⅳ．児童自立支援施設  

1．【児童自立支援施設】家庭支援専門相談員の有無による児童の状況  

2．【児童自立支援施設ヨ 心理療法担当職員の配置有刺こよる児童の状況  

：う．【児童自立支援施設】被虐待児童の状況  

1． ∈児童自立支援施設］都道府県別施設数、児童数及（一バケアの形態（ハ状況．．．      …1∠′1日  

l＼】】   



5．【児童自立支援施設】退所理由の傾向  6
 
 
7
 
2
 
 

6
 
6
 
7
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

6．【児童自立支援施設】情緒・行動上の問題状況の階層別施設数  

7．【児童自立支援施設】職員の平均勤務経験年数の階層別施設数  

Ⅴ．母子生活支援施設  

1．【母子生活支援施設】心理療法担当職員の有無による世帯の状況  

2．【母子生活支援施設】被虐待児童の状況  

3．【母子生活支援施設】都道府県別施設数、世帯数及びケアの形態の状況………………………‥．178  

4．【母子生活支援施設】退所理由の傾向  

5．【母子生活支援施設】情緒・行動上の問題状況の階層別施設数  

6．【母子生活支援施設】情緒・行動上の問題状況の階層別施設数  

7．【母子生活支援施設】情緒・行動上の問題状況の階層別施設数  

8．【母子生活支援施設】職員の平均勤務経験年数の階層別施設数  

（児童）        …195  

（母親）       …．200  

（母子関係）      ‥‖205  

Ⅵ．施設種別総括  

【施設種別総括】児童個票回答による児童に適しているケアを反映した都道府県別  1．  

施設種別バランス  

【施設種別総括】施設種別職員一人あたり児童数の階級別施設数  

【施設種別総括】情緒障害児短期治療施設の有無別「現在のケアが適していない」児童に  

占める「情緒障害児短期治療施設が適している」児童率の比較．…………‥229  

【施設種別総括】施設種別児童の情緒・行動上の問題状況の児童比率階層別施設割合……‥230  4．  
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図表目次   

Ⅰ．乳児院  

図表1－1【乳児院】家庭支援専門相談員の有無別にみる家庭復帰の見通し  

図表1－2【乳児院】家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの適合状況  

図表卜一3【乳児院】家庭支援専門相談員の有無別にみる現在のケアが適していない児童  

について考えられる他の施設等  

図表1【4【乳児院】現在のケアが適していない児童について家庭支援専門相談員の有無別にみる  

ケアの負担感  

図表1－5【乳児院】家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの負担感別現在のケアが適していない  

児童について考えられる他の施設等（かなり重い）  

図表1－6【乳児院】家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの負担感別現在のケアが適していない  

児童について考えられる他の施設等（やや重い）  

図表1－7【乳児院】家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの負担感別現在のケアが適していない  

児童について考えられる他の施設等（変わらない）  

図表1－8【乳児院】心理療法担当職員の有無別にみる家庭復帰の見通し  

図表1－9【乳児院】心理療法担当職員の有無別にみるケアの適合状況  

図表1－10【乳児院】心理療法担当職員の有無別にみる現在のケアが適していない児童  

について考えられる他の施設等  

図表1－11【乳児院】現在のケアが適していない児童について心理療法担当職員の有無別にみる  

ケアの負担感  

図表1－12【乳児院】心理療法担当職員の有無別にみるケアの負担感別現在のケアが適していない  

児童について考えられる他の施設等（かなり重い）  

図表1－13【乳児院】心理療法担当職員の有無別にみるケアの負担感別現在のケアが適していない  

児童について考えられる他の施設（やや重い）  

図表1－14【乳児院】心理療法担当職員の有無別にみるケアの負担感別現在のケアが適していない  

児童について考えられる他の施設（変わらない）  

図表1－15【乳児院】被虐待体験「有り」の児童における虐待の葎  

図表1→16【乳児院】都道府県別施設数及び在籍児童数  

図表1－17【乳児院】都道府県別1施設あたり平均在籍児童数  

図表1－18【乳児院】  

図表1－19【乳児院】  

図表1－20【乳児院】  

図表1－21【乳児院】  

図表1－22【乳児院】  

図表1■2：∃【乳児院】  

図表1【2∠t【乳児院】  

図表1－25【乳児院】  

平成18年度都道府県別入所児童数  

平成18年度都道府県別1施設あたり平均入所児童数  

平成18年度都道府県別退所児童数  

平成18年度都道府県別1施設あたり平均退所児童数  

都道府県別平均入所期間く月数＞  

都道府県別平均入所期間＜月数＞（グラフ）  

都道府県別職員 り、あたり児童数く直接ケア職種＞  

都道府県別職員 一人．あたり児童数く直接ケア職憧＞（グラフ）  

’くt’＼J   



図表1－26【乳児院】都道府県別『小規模グループケア以外』のケアの形態の状況………………………20  

図表1－27【乳児院】都道府県別ケアの形態『小規模グループケア以外』のユニットあたり  

平均在籍児童数  

図表1－28【乳児院】都道府県別ケアの形態（小規模グループケア）の状況  

図表1－29【乳児院】都道府県別ケアの形態（小規模グループケア）のユニットあたり  

平均在籍児童数  3
 
 
4
 
 

2
 
 
2
 
 図表1－30【乳児院】都道府県別入所児童に対するケアの適合状況  

図表1－31【乳児院】都道府県別ケアの適合状況（適していない児童率）  

図表1－32【乳児院】平成18年度退所児童数に占める各退所理由の割合  

5
 
 
6
 
 
7
 
 
0
 
 

2
 
 
2
 
 
2
 
 
3
 
 

図表1－33【乳児院】情緒・行動上の問題のある児童比率階層別施設数  

図表1－34【乳児院】職員の平均勤務経験年数階層別施設数  

☆図表1－35【乳児院】在籍児童に占める長期入所児童数（入所1年半以上）  

☆図表1－36【乳児院】在籍児童に占める年長児童数（2歳以上）  

☆図表1－37【乳児院】都道府県別在籍児童に占める長期入所児童数（入所1年半以上）   …．32  

☆図表1－38【乳児院】都道府県別在籍児童に占める長期入所児童（入所1年半以上）の割合………33  

☆図表1－39【乳児院】都道府県別在籍児童に占める年長児童数（2歳以上）  

☆図表1－40【乳児院】都道府県別在籍児童に占める年長児童（2歳以上）の割合………………………35  

☆図表1－41【乳児院】家庭復帰の見通し＜長期入所児童の状況＞  6
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7
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8
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☆図表1－42【乳児院】家庭復帰の見通し＜年長児童の状況＞  

☆図表1－43【乳児院】①入所1年半以上の児童の情緒・行動上の問題状況  

☆図表1－44【乳児院】②入所1年半未満の児童の情緒・行動上の問題状況  

☆図表1－45【乳児院】①2歳以上の児童の情緒■行動上の問題状況  

☆図表1－46【乳児院】②2歳未満の児童の情緒・行動上の問題状況  

☆図表1－47【乳児院】身体疾患・身体障害の有無＜長期入所児童の状況＞  

☆図表1－48【乳児院】身体疾患・身体障害の有無＜年長児童の状況＞  

☆図表1－49【乳児院】発達障害・行動障害等の有無＜長期入所児童の状況＞  

☆図表1－50【乳児院】発達障害・行動障害等の有無＜年長児童の状況＞  

☆図表1－51【乳児院】被虐待体験の有無＜長期入所児童の状況＞  l
 
 
1
 
 
2
 
4
 
 
4
 
 
4
 
 

☆図表1－52【乳児院】被虐待体験の有無＜年長児童の状況＞  

☆図表1－53【乳児院】虐待の種類（複数選択）＜長期入所児童の状況＞  

☆図表1－54【乳児院】虐待の種類（複数選択）＜年長児童の状況＞  

☆図表1－55【乳児院】ケアの適合状況＜長期入所児童の状況＞  

☆図表1－56【乳児院】ケアの適合状況＜年長児童の状況＞  

☆図表1－57【乳児院】現在のケアが適していない児童について適していると考えられる他の施設等  

＜長期入所児童の状況＞  

☆図表1－58【乳児院】現在のケアが適していない児童について適していると考えられる他の施設等  

＜年長児童の状況＞  

☆図表1－59【乳児院】現在のケアが適していない児童のケアの負担感く長期入所児童の状況＞……45  
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☆図表ト60【乳児院】現在のケアが適していない児童のケアの負担感く年長児童の状況＞．．．．…45  

Ⅰ．児童看護施設  
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